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一
九
八
〇
年
代
初
頭
三
峡
ダ
ム
正
常
貯
水
位
を
め
ぐ
る
議
論
と

動
き

林　
　
　
　

秀　
　

光

は
じ
め
に

第
一
節　

最
高
指
導
層
の
動
き

　

1　

鄧
小
平
の
現
地
視
察
と
「
軽
率
に
否
定
し
な
い
」
発
言

　

2　

権
力
交
替

　
　

①　

李
先
念
の
権
力
の
相
対
化

　
　

②　

趙
紫
陽
の
登
場
と
あ
い
ま
い
な
意
見

第
二
節　
「
三
峡
水
利
枢
紐
論
証
委
員
会
」
開
催
予
定

　

1　

国
家
科
学
委
員
会
と
国
家
建
設
委
員
会
の
主
宰
に
よ
る
開
催

　

2　

�

水
利
部
長
銭
正
英
と
長
弁
主
任
林
一
山
に
よ
る
延
期
の
提
案
と
意

図

第
三
節　

水
利
部
門
の
「
低
壩
」
志
向
―
―
治
水
か
ら
発
電
へ
の
傾
斜

　

1　

銭
正
英
「
一
二
八
メ
ー
ト
ル
案
」
の
指
示

　

2　

長
弁
「
低
壩
」
模
索
の
歴
史

　
　

①　

発
電
優
先
の
「
分
期
開
発
」
案

　
　
　

⑴　

六
四
年
四
月
三
日
周
恩
来
へ
の
提
案

　
　
　

⑵　

六
六
年
三
月
九
日
「
党
中
央
と
主
席
」
へ
の
提
案

　
　
　

⑶　

�

六
八
年
四
月
湖
北
省
と
の
連
名
で
「
毛
主
席
、
党
中
央
、
国

務
院
、
中
央
軍
委
」
へ
の
提
案

　
　
　

⑷　

七
〇
年
一
二
月
一
七
日
の
周
恩
来
へ
の
提
案

　
　

②　

李
先
念
の
「
高
壩
中
用
」
案
へ
の
追
随

　

3　

魏
廷
琤
と
王
家
柱
に
よ
る
「
一
五
一
メ
ー
ト
ル
案
」
の
提
案

第
四
節　

水
利
部
門
の
「
高
壩
」
へ
の
回
帰

　

1　

王
任
重
の
治
水
重
視
と
「
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
」
の
強
調

　

2　

長
弁
の
「
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
」
報
告

　

3　

湖
北
省
の
報
告
と
利
益
主
張

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

　

三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
の
候
補
地
が
水
利
部
党
組
に
よ
っ
て
一
九
七
九
年
末
に
決
定
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
推
進
派
に
と
っ
て
次
の
課

題
は
、
ダ
ム
の
正
常
貯
水
位
案
を
か
た
め
て
最
高
指
導
層
に
三
峡
ダ
ム
を
建
設
す
る
決
定
を
促
す
こ
と
で
あ
っ
た（1
（

。

　

じ
つ
は
、
三
峡
ダ
ム
の
正
常
貯
水
位
は
五
八
年
春
に
成
都
で
開
か
れ
た
中
央
政
治
局
会
議
（
以
下
、
成
都
会
議
（
に
お
い
て
、「
今

後
の
基
本
建
設
ま
た
は
四
川
省
の
水
没
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
る
こ
と
を
考
慮
し
、
正
常
貯
水
位
は
呉
淞
起
点
以
上
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た（2
（

。
そ
れ
以
降
三
峡
ダ
ム
の
正
常
貯
水
位
を
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
が

コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
八
〇
年
代
に
至
っ
て
も
国
力
と
経
済
規
模
で
は
、
最
初
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
あ
る
い
は
そ
れ

に
近
い
案
で
建
設
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、
完
成
し
て
も
そ
の
発
電
量
を
消
費
し
き
れ
な
い
と
い
う
現
実
問
題
が
あ
っ
た
。

　

一
般
的
に
、
こ
の
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
近
い
案
を
「
高
壩
」
案
と
い
い
、
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
か
そ
れ
以
下
の
案
は
「
低
壩
」

案
と
称
さ
れ
る
。
貯
水
位
を
高
め
る
こ
と
に
は
、
下
流
の
治
水
能
力
を
高
め
発
電
量
を
増
加
さ
せ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
ダ
ム

上
流
の
水
没
範
囲
が
拡
大
す
る
、
建
設
資
金
が
増
加
す
る
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
常
貯
水
位
の
策
定
に

は
、
技
術
面
の
み
な
ら
ず
、
予
算
、
上
流
と
下
流
の
地
方
政
府
間
お
よ
び
水
利
、
水
力
発
電
と
交
通
を
主
管
す
る
中
央
政
府
部
門
間

に
存
在
す
る
利
害
関
係
の
調
整
も
含
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
な
か
で
も
、
治
水
と
水
力
発
電
、
そ
し
て
水
運
が
正

常
貯
水
位
の
決
定
を
左
右
す
る
も
っ
と
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
水
利
部
門
と
湖
北
省
、
水
力
発
電
部
門
、
交
通
部

と
重
慶
市
が
政
策
決
定
に
大
き
な
影
響
力
を
与
え
る
。

　

推
進
派
の
な
か
で
も
「
高
壩
」
と
「
低
壩
」
を
め
ぐ
る
意
見
の
相
違
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
と
絡
み
な
が
ら
い
く
つ
も
の
正

常
貯
水
位
案
が
模
索
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
「
低
壩
」
と
「
高
壩
」
の
折
衷
案
と
し
て
、「
分
期
開
発
」
案
や
「
高
壩
中
用
」
案
に

代
表
さ
れ
る
、
あ
ら
か
じ
め
ダ
ム
本
体
の
高
さ
と
最
終
の
正
常
貯
水
位
を
決
め
た
う
え
で
、
工
事
を
数
段
階
に
分
け
て
徐
々
に
正
常
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貯
水
位
を
引
き
上
げ
て
い
く
手
法
も
考
案
さ
れ
た
。

　

三
峡
ダ
ム
の
正
常
貯
水
位
は
紆
余
曲
折
を
へ
て
最
終
的
に
一
七
五
メ
ー
ト
ル
に
決
定
さ
れ
た
が
、
じ
つ
は
八
四
年
四
月
に
、
国
務

院
は
水
力
発
電
の
た
め
に
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
案
を
決
定
し
た
。
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
案
と
い
う
洪
水
対
策
の
役
割
が
限
ら
れ
た
案
に
、

長
江
中
下
流
の
治
水
を
唱
え
て
き
た
水
利
部
門
が
妥
協
し
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
水
利
部
門
と
り
わ
け
三
峡
ダ
ム
を
立
案
す
る

長
弁
は
、
三
峡
ダ
ム
の
決
定
を
最
高
指
導
層
に
促
す
た
め
に
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
ま
で
ダ
ム
の
建
設
に
着
手
し
や
す
い
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
な
正
常
貯
水
位
案
を
模
索
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

先
行
研
究
で
は
、
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
案
の
決
定
に
い
た
る
正
常
貯
水
位
を
め
ぐ
る
推
進
派
と
最
高
指
導
層
の
思
惑
と
政
策
過
程
の

紆
余
曲
折
に
つ
い
て
、
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い（3
（

。
こ
の
時
期
に
関
す
る
資
料
の
乏
し
さ
に
加
え
、「
低
壩
」
で
は
水
利
部

門
が
三
峡
ダ
ム
建
設
の
意
義
と
し
て
従
来
主
張
す
る
治
水
機
能
を
十
分
に
果
た
せ
ず
、
そ
れ
を
模
索
し
た
こ
と
自
体
が
自
己
矛
盾
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
か
ね
な
い
た
め
、
自
ら
の
動
き
に
あ
え
て
言
及
し
な
い
傾
向
が
強
い
こ
と
も
資
料
の
欠
乏
に
関
係
し
た
と
思
わ
れ

る
。

　

本
稿
で
は
、
正
常
貯
水
位
を
め
ぐ
る
推
進
派
の
議
論
と
動
き
を
通
し
て
、
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
案
の
決
定
に
見
ら
れ
た
三
峡
ダ
ム
史

に
お
け
る
治
水
か
ら
発
電
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
伏
線
を
解
明
し
、「
断
片
化
さ
れ
た
権
威
主
義
」
モ
デ
ル
で
は
捉
え
き
れ
な
い

中
国
の
政
策
過
程
の
特
徴
を
考
察
す
る（（
（

。

第
一
節　

最
高
指
導
層
の
動
き

1　

鄧
小
平
の
現
地
視
察
と
「
軽
率
に
否
定
し
な
い
」
発
言

　

八
〇
年
夏
、
鄧
小
平
は
夫
人
と
孫
を
帯
同
し
て
六
月
末
か
ら
北
京
を
離
れ
て
西
安
、
成
都
、
重
慶
、
武
漢
、
鄭
州
、
北
戴
河
と
視
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察
を
兼
ね
て
周
遊
し
、
帰
京
し
た
の
は
二
か
月
後
で
あ
っ
た
。

　

六
月
三
〇
日
に
、
彼
は
専
用
列
車
で
西
安
に
向
か
い
、
兵
馬
俑
博
物
館
と
碑
林
博
物
館
を
見
学
し
、
七
月
三
日
に
成
都
に
移
動
し

た
。
四
川
省
で
は
、
峨
眉
山
と
都
江
堰
を
見
学
し
、
同
月
九
日
に
飛
行
機
を
製
造
す
る
四
川
峨
眉
機
械
廠
、
翌
日
に
は
成
都
市
双
流

県
の
あ
る
人
民
公
社
を
視
察
し
た
。
そ
し
て
、
同
月
一
一
日
夜
に
重
慶
を
出
発
し
翌
日
の
午
前
に
三
峡
を
下
り
、
午
後
に
葛
洲
壩
ダ

ム
を
視
察
し
た
。
鄧
小
平
は
二
二
日
ま
で
武
漢
に
滞
在
し
た
の
ち
、
丹
江
口
ダ
ム
を
視
察
し
て
鄭
州
に
移
動
し
、
翌
日
黄
河
花
園
口

を
視
察
す
る
と
そ
の
日
の
午
後
に
北
戴
河
に
向
か
っ
た
。

　

三
峡
下
り
の
船
に
は
、
四
川
省
長
魯
大
東
、
湖
北
省
委
第
一
書
記
陳
丕
顕
、
交
通
部
第
一
副
部
長
彭
徳
清
、
中
共
長
江
港
運
局
委

員
会
副
書
記
張
紹
震
、
長
弁
副
主
任
魏
廷
琤
ら
も
同
乗
し
て
い
た（（
（

。
鄧
小
平
は
こ
の
際
に
船
上
で
魏
廷
琤
か
ら
、
ま
た
葛
洲
壩
ダ
ム

の
視
察
の
際
に
葛
洲
壩
工
程
局
長
廉
栄
禄
か
ら
三
峡
ダ
ム
関
連
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
二
日
間
に
交
わ
さ
れ
た
会
話
の
メ
モ
が
残
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
こ
と
が
読
み
取
れ
る（（
（

。

　

第
一
に
、
鄧
小
平
は
「
三
峡
ダ
ム
反
対
派
の
非
常
に
重
要
な
懸
念
」
と
し
て
、
三
峡
ダ
ム
の
建
設
が
も
た
ら
す
長
江
の
水
温
の
低

下
に
よ
る
下
流
の
農
業
と
漁
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
こ
の
時
点
で
の
、
三
峡
ダ
ム
に
よ
る
「
生
態
環
境
」
へ
の
影
響
に

関
す
る
関
係
者
の
問
題
意
識
は
そ
の
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
二
に
、
魏
廷
琤
を
は
じ
め
湖
北
省
党
書
記
陳
丕
顕
や
葛
洲
壩
三
三
〇
工
程
局
の
廉
栄
禄
は
、
鄧
小
平
に
対
し
て
三
峡
ダ
ム
の
デ

メ
リ
ッ
ト
や
葛
洲
壩
ダ
ム
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
は
報
告
せ
ず
に
、
三
峡
ダ
ム
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た（（
（

。
こ
れ
に
対
し
、
鄧
小
平

が
魏
廷
琤
に
「
あ
な
た
は
三
峡
ダ
ム
を
や
り
た
い
と
の
意
見
だ
が
、
彼
（
万
県
地
委
書
記
を
指
す
（
は
賛
成
し
て
い
な
い
」
と
く
ぎ

を
刺
す
一
幕
も
あ
っ
た（（
（

。

　

第
三
に
、
鄧
小
平
は
三
峡
ダ
ム
の
発
電
機
能
お
よ
び
葛
洲
壩
ダ
ム
に
使
用
し
た
機
械
設
備
の
再
利
用
に
期
待
を
寄
せ
た
。
鄧
小
平

は
、
三
峡
ダ
ム
の
発
電
に
よ
り
莫
大
な
収
入
が
得
ら
れ
る
と
の
報
告
を
受
け
て
、「
利
益
が
大
き
い
。
さ
ら
に
し
っ
か
り
討
論
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
発
言
し
て
い
る（（
（

。
ま
た
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
設
備
を
三
峡
ダ
ム
の
施
工
に
も
利
用
で
き
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
、

鄧
小
平
は
「
経
費
を
相
当
節
約
で
き
る
」
と
喜
ん
だ（（1
（

。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
鄧
小
平
は
す
で
に
水
利
部
党
組
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
ダ
ム
サ
イ
ト
に
つ
い
て
言
及
し
た
も

の
の
、
三
峡
ダ
ム
建
設
の
決
定
を
左
右
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
ダ
ム
の
高
さ
に
つ
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
武
漢
滞
在
中
の
七
月
一
七
日
か
ら
二
〇
日
の
間
に
、
胡
耀
邦
、
趙
紫
陽
、
姚
依
林
が
「
六
五
」
計
画
と
長
期
計
画
に
つ
い

て
報
告
に
来
て
い
た
。
そ
の
際
、
鄧
小
平
は
「
三
峡
ダ
ム
は
水
運
や
生
態
環
境
へ
は
さ
ほ
ど
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
、
高
い
治
水
能
力
と

発
電
力
が
あ
り
、
発
電
に
よ
る
収
益
も
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
三
峡
ダ
ム
を
軽
率
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
発
言
し
た（（（
（

。

　

こ
の
談
話
は
、「
三
峡
ダ
ム
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
転
換
点
で
あ
っ
た
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る（（1
（

。
た
し
か
に
、

こ
の
「
軽
率
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
発
言
は
、
従
来
最
高
指
導
層
で
く
す
ぶ
っ
て
い
た
陳
雲
ら
の
反
対
意
見
を
牽
制
す

る
効
果
が
あ
り
、
推
進
派
に
と
っ
て
好
都
合
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
国
務
院
が
た
だ
ち
に
鄧
小
平

の
指
示
に
呼
応
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
推
進
派
は
政
策
の
推
進
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
点
で
も
、
鄧
小
平
が

三
峡
ダ
ム
正
常
貯
水
位
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る（（1
（

。

2　

権
力
交
替

①
　
李
先
念
の
権
力
の
相
対
化

　

八
〇
年
八
月
三
〇
日
か
ら
翌
月
一
〇
日
に
開
か
れ
た
第
五
期
全
人
代
第
三
回
会
議
に
お
い
て
、
趙
紫
陽
は
華
国
鋒
の
後
任
と
し
て

総
理
に
昇
任
し
た
。
鄧
小
平
、
李
先
念
、
陳
雲
、
王
震
、
王
任
重
も
副
総
理
を
辞
職
し
た
が
、
李
先
念
に
と
っ
て
は
二
六
年
間
務
め

た
副
総
理
の
座
を
正
式
に
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（（1
（

。

　

こ
う
し
た
最
高
指
導
層
に
お
け
る
権
力
交
替
は
な
ん
ら
か
の
形
で
三
峡
ダ
ム
の
政
策
過
程
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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と
い
う
の
も
、
七
八
年
一
月
に
葛
洲
壩
ダ
ム
を
視
察
し
た
李
先
念
と
谷
牧
は
、
そ
の
堰
き
止
め
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
再
訪
す
る
意
向
を

持
っ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た（（1
（

。
セ
レ
モ
ニ
ー
は
八
一
年
一
月
に
行
わ
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
再
び
現
地
を
訪
れ
た

の
は
、
そ
の
数
か
月
後
の
八
月
と
一
〇
月
で
あ
る
。

　

八
月
に
葛
洲
壩
ダ
ム
を
再
訪
し
た
谷
牧
副
総
理
は
、
部
下
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
に
対
し
て
、
李
先
念
と
と
も
に
実
権
を
握
っ

て
い
た
七
〇
年
代
後
半
を
ふ
り
か
え
り
、「
あ
の
と
き
は
や
り
や
す
か
っ
た
。
私
た
ち
二
人
が
決
心
す
れ
ば
な
ん
で
も
決
ま
っ
た
」

と
語
っ
た
。
彼
は
発
言
の
最
後
に
部
下
た
ち
の
要
望
を
北
京
に
持
ち
帰
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
と
詫
び
て
い
る（（1
（

。

　

一
方
、
国
家
副
主
席
と
な
っ
た
李
先
念
は
一
〇
月
六
日
に
葛
洲
壩
ダ
ム
を
再
訪
し
た
。
葛
洲
壩
ダ
ム
と
の
深
い
か
か
わ
り
か
ら
か
、

彼
は
現
場
で
は
き
わ
め
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。
中
央
で
葛
洲
壩
ダ
ム
の
浪
費
問
題
が
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
り
、
大
事
業
を
成
し
遂
げ
た
社
会
主
義
体
制
の
優
越
性
を
誇
示
す
る
た
め
に
、
当
時
話
題
の
『
苦
恋
』
の
作

者
に
葛
洲
壩
ダ
ム
を
見
せ
る
べ
き
だ
と
発
言
し
た
り
と
、
軽
口
を
叩
く
様
子
が
資
料
か
ら
う
か
が
え
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
入
手
が
叶
っ
た
資
料
で
は
彼
の
発
言
は
「
長
江
中
下
流
の
洪
水
問
題
の
解
決
に
は
三
峡
ダ
ム
を
や
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
強
調
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
指
示
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た（（1
（

。
李
先
念
と
谷
牧
の
言
説
か
ら
は
、
七
〇
年

代
末
の
状
況
と
は
異
な
り
、
彼
ら
は
政
策
を
決
定
す
る
権
限
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

②
　
趙
紫
陽
の
登
場
と
あ
い
ま
い
な
意
見

　

じ
つ
は
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
堰
き
止
め
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
た
の
は
趙
紫
陽
で
あ
っ
た
。
堰
き
止
め
の
二
日
前
、
八
一
年
一
月

二
日
に
葛
洲
壩
ダ
ム
堰
き
止
め
報
告
会
が
現
地
で
午
後
二
時
か
ら
六
時
半
ま
で
開
か
れ
、
八
〇
人
あ
ま
り
の
出
席
者
が
参
加
し
、
魏

廷
琤
を
筆
頭
に
五
人
が
報
告
を
行
っ
た（（1
（

。

　

趙
紫
陽
は
報
告
者
の
発
言
に
割
り
込
む
よ
う
に
意
見
を
述
べ
て
い
た
。
魏
廷
琤
の
報
告
に
対
し
て
、「
長
江
三
峡
ダ
ム
の
仕
事
は
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停
止
し
て
は
な
ら
な
い
。
論
証
は
継
続
し
て
行
い
、
実
験
も
科
学
研
究
も
継
続
し
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
葛
洲
壩
ダ
ム
の
施
工
を
担
当
し
た
三
三
〇
工
程
局
の
曹
宏
勲
の
発
言
を
受
け
て
、「
あ
な
た
た
ち
は
鄧
（
小
平
（
副
主
席
を

説
得
し
た
で
は
な
い
か
。
武
漢
で
鄧
副
主
席
が
（
三
峡
ダ
ム
（
を
造
る
必
要
が
あ
る
、
造
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
っ
た
」
と
言
葉

を
挟
ん
だ（（1
（

。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
鄧
小
平
の
武
漢
で
の
発
言
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

か
と
思
う
と
、
続
く
発
言
で
は
、「
あ
な
た
た
ち
も
（
葛
洲
壩
ダ
ム
は
（
三
峡
ダ
ム
の
前
哨
戦
、
実
戦
準
備
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
は
ま
だ
論
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
必
ず
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
た
だ
そ
れ
が
い
つ
に
な
っ
た
ら
で
き
る

か
は
わ
か
ら
な
い
」
と
あ
い
ま
い
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る（11
（

。

　

じ
つ
は
、
会
議
の
冒
頭
に
、
趙
紫
陽
は
曽
思
玉
（
葛
洲
壩
ダ
ム
を
積
極
的
に
推
進
し
た
武
漢
軍
区
総
司
令
官
（
の
「
三
峡
ダ
ム
を
や

る
な
ら
、
私
は
二
票
を
投
じ
る
。
両
手
を
上
げ
る
」
と
い
う
発
言
に
言
及
し
、「
在
席
の
同
志
も
お
そ
ら
く
二
票
を
投
じ
る
の
が
多

数
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
お
り
、
会
場
の
空
気
を
読
み
取
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る（1（
（

。

　

そ
の
な
か
で
、「
葛
洲
壩
ダ
ム
が
三
峡
ダ
ム
の
『
実
戦
準
備
』
で
あ
る
」
と
断
言
せ
ず
、
鄧
小
平
の
意
向
を
伝
え
、
建
設
の
必
要

性
も
認
め
つ
つ
も
政
策
決
定
に
つ
い
て
は
あ
い
ま
い
な
姿
勢
を
示
す
趙
紫
陽
は
、
推
進
派
の
意
見
と
は
一
線
を
画
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

趙
紫
陽
の
慎
重
な
姿
勢
は
、「（
長
江
治
水
の
（
問
題
解
決
を
三
峡
ダ
ム
の
建
設
に
頼
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
一
〇
年

間
は
頼
れ
な
い
」
と
八
〇
年
に
指
示
し
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う（11
（

。

　

八
一
年
に
お
け
る
最
高
指
導
層
の
動
き
と
し
て
、
薄
一
波
と
王
震
も
葛
洲
壩
ダ
ム
を
視
察
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
〇
月
二

三
日
に
副
総
理
薄
一
波
が
視
察
し
た
際
、
水
利
部
副
部
長
陳
賡
儀
が
「
三
峡
ダ
ム
は
一
時
熱
心
に
論
ぜ
ら
れ
た
が
、
異
議
が
あ
り
現

在
で
は
世
の
関
心
も
冷
め
は
じ
め
て
い
る
（」
と
訴
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
薄
一
波
は
「
葛
洲
壩
ダ
ム
を
完
成
で
き
た
の
だ
か
ら
、

三
峡
ダ
ム
も
き
っ
と
成
功
す
る
だ
ろ
う
。
た
だ
い
つ
や
る
か
の
問
題
だ
」
と
発
言
し
部
下
を
な
ぐ
さ
め
た（11
（

。

　

翌
月
一
六
日
に
中
央
政
治
局
委
員
王
震
も
葛
洲
壩
ダ
ム
を
視
察
し
た（11
（

。
彼
は
葛
洲
壩
ダ
ム
の
現
況
に
つ
い
て
事
情
聴
取
し
た
が
、
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三
峡
ダ
ム
に
関
す
る
具
体
的
な
言
及
は
行
っ
て
い
な
い
。
じ
つ
は
こ
の
二
人
と
も
三
峡
ダ
ム
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
か
か
わ
る
こ
と
に

な
る
が
、
と
り
わ
け
王
震
は
三
峡
ダ
ム
の
決
定
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

第
二
節　
「
三
峡
水
利
枢
紐
論
証
委
員
会
」
開
催
予
定

1　

国
家
科
学
委
員
会
と
国
家
建
設
委
員
会
の
主
宰
に
よ
る
開
催

　

前
述
し
た
鄧
小
平
の
武
漢
に
お
け
る
七
月
の
発
言
は
、
数
日
後
の
二
二
日
に
国
務
院
会
議
に
お
い
て
伝
達
さ
れ
た（11
（

。
そ
し
て
、
翌

月
初
め
に
、
国
務
院
が
常
務
会
議
を
開
き
三
峡
ダ
ム
問
題
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
そ
こ
で
、
国
家
科
学
委
員
会
（
以
下
、
科
委
会
（、

国
家
建
設
委
員
会
（
以
下
、
建
委
会
（
が
論
証
会
を
主
宰
し
、
水
利
、
電
力
お
よ
び
そ
の
他
の
分
野
の
専
門
家
を
招
集
し
、
三
峡
ダ

ム
に
つ
い
て
意
見
を
出
す
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
の
論
証
会
の
議
題
は
「
三
峡
ダ
ム
を
や
る
か
ど
う
か
、
や
る
な
ら
い
つ
や
る
か
」

と
し
た（11
（

。

　

同
月
四
日
に
、
科
委
会
の
林
漢
雄
と
建
委
会
の
王
京
が
能
源
委
員
会
、
水
利
部
、
電
力
工
業
部
（
以
下
、
電
力
部
（、
長
弁
な
ど
の

組
織
を
招
集
し
、「
三
峡
水
利
枢
紐
論
証
委
員
会
」
開
催
の
準
備
に
つ
い
て
討
議
し
た
。
一
〇
月
四
日
に
科
委
会
の
武
衡
と
建
委
会

の
謝
北
一
が
主
宰
し
、
各
部
と
委
員
会
の
責
任
者
が
出
席
す
る
「
三
峡
論
証
予
備
会
議
」
が
開
か
れ
た（11
（

。

　

こ
の
会
議
で
決
定
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
同
月
二
五
日
に
、
科
委
会
と
建
委
会
連
名
で
（
八
〇
（
国
科
発
二
字
七
三
一
号
文
「
関

於
召
開
三
峡
論
証
会
的
通
知
」
が
関
連
の
組
織
に
発
出
さ
れ
た（11
（

。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
こ
と
が
通
知
さ
れ
た
。

　

第
一
に
、「
会
議
準
備
小
組
」
の
成
立
を
組
織
す
る
。
そ
の
構
成
員
は
、
武
衡
、
謝
北
一
、
金
熙
英
、
袁
宝
華
、
王
林
、
何
康
、

瀋
鴻
、
銭
正
英
、
李
鋭
、
陶
琦
、
曹
維
康
、
林
一
山
、
叢
子
明
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
下
に
弁
公
室
を
科
委
会
に
設
置
し
、
林
漢
雄
と
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王
京
が
具
体
的
な
責
任
を
持
ち
、
科
委
会
、
建
委
会
、
水
利
部
、
電
力
部
、
交
通
部
、
第
一
機
械
工
業
部
（
以
下
、
一
機
部
（、
長
弁

と
農
業
委
員
会
か
ら
人
員
を
派
遣
す
る
こ
と
。

　

第
二
に
、
会
議
の
規
模
は
参
加
者
が
二
〇
〇
人
前
後
で
、
長
江
流
域
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
三
峡
ダ
ム
に
深
い
造
詣
と
見
識
を

持
つ
専
門
家
と
領
導
幹
部
を
招
聘
す
る
予
定
で
あ
り
、
異
な
る
見
解
を
持
つ
参
加
者
の
派
遣
を
考
慮
す
る
こ
と
。（
中
略
（。
会
議
の

開
催
時
期
は
暫
定
的
に
一
二
月
下
旬
を
予
定
す
る
。

　

第
三
に
、
論
証
の
核
心
と
な
る
問
題
は
、
三
峡
ダ
ム
を
や
る
か
ど
う
か
、
や
る
な
ら
い
つ
や
る
か
で
あ
る
。
ま
た
重
点
的
に
次
の

課
題
に
つ
い
て
論
証
を
行
う
。
①
三
峡
ダ
ム
建
設
の
経
済
効
果
と
現
れ
る
可
能
性
の
あ
る
問
題
、
②
立
ち
退
き
問
題
、
③
水
運
問
題
、

④
生
態
環
境
問
題
、
⑤
長
江
中
下
流
の
洪
水
対
策
問
題
と
三
峡
ダ
ム
建
設
の
関
係
、
⑥
長
江
主
流
と
支
流
の
開
発
問
題
、
⑦
安
全
保

障
問
題
、
⑧
長
江
三
峡
お
よ
び
主
流
と
支
流
の
開
発
に
よ
る
水
産
養
殖
へ
の
影
響
、
⑨
大
型
発
電
機
や
電
力
系
統
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
な
ど
の
重
大
な
技
術
的
な
問
題
。

　

第
四
に
、
長
弁
、
電
力
部
、
交
通
部
、
一
機
部
、
人
民
解
放
軍
総
参
謀
部
、
水
産
総
局
、
四
川
省
、
湖
北
省
が
重
点
的
に
提
出
す

る
資
料
の
内
容
に
関
す
る
明
確
な
規
定
。

　

第
五
に
、
関
連
部
門
は
各
自
専
門
家
を
組
織
し
て
主
管
す
る
問
題
に
つ
い
て
準
備
を
進
め
、
理
由
と
根
拠
を
備
え
科
学
的
に
論
証

さ
れ
た
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
。

2　

水
利
部
長
銭
正
英
と
長
弁
主
任
林
一
山
に
よ
る
延
期
の
提
案
と
意
図

　

じ
つ
は
、
長
弁
は
一
〇
月
に
発
出
さ
れ
た
「
関
於
召
開
三
峡
論
証
会
的
通
知
」
を
受
け
て
、
一
一
月
に
「
長
江
三
峡
水
利
枢
紐
論

証
報
告
」
を
作
成
し
て
い
た（11
（

。
し
か
し
、
そ
の
後
、「
三
峡
論
証
準
備
会
」
の
名
義
で
刊
行
さ
れ
た
『
三
峡
論
証
準
備
工
作
簡
報
』

の
第
二
号
に
は
、「
会
議
は
一
二
月
下
旬
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
堰
き
止
め
期
間
と
重
な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
に
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精
力
を
注
い
で
集
中
し
た
い
と
い
う
銭
正
英
と
林
一
山
同
志
の
建
議
に
よ
り
、
会
議
の
開
催
時
期
を
来
年
の
前
半
に
延
期
す
る
」
と

あ
っ
た（11
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
会
議
が
三
峡
ダ
ム
を
推
進
す
る
中
心
的
な
人
物
で
あ
る
水
利
部
長
銭
正
英
と
長
弁
主
任
林
一
山
の

提
案
に
よ
り
延
期
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
報
告
を
通
し
て
二
人
が
行
っ
た
提
案
の
背
景
に
は
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
堰
き
止
め
日
程
と
の
関
係
以
上
に
、
以
下
の
よ
う
な
水

利
部
門
と
し
て
の
思
惑
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

第
一
に
、
こ
の
論
証
委
員
会
の
議
題
の
設
定
は
推
進
派
に
と
っ
て
不
利
な
も
の
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
論
証
会
の
核
心

と
な
る
問
題
は
、「
三
峡
ダ
ム
を
や
る
か
ど
う
か
、
や
る
な
ら
い
つ
や
る
か
」
で
あ
り
、
こ
の
議
題
設
定
自
体
に
、
三
峡
ダ
ム
計
画

を
初
め
か
ら
仕
切
り
な
お
す
意
図
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
具
体
的
な
課
題
に
つ
い
て
も
、
一
番
に
据
え
ら
れ
て
い
る
の
は
「
三

峡
ダ
ム
建
設
の
経
済
効
果
と
現
れ
る
可
能
性
の
あ
る
問
題
」
で
あ
り
、
水
利
部
門
に
と
っ
て
の
重
要
事
項
で
あ
る
「
三
峡
ダ
ム
建
設

を
通
し
た
長
江
中
下
流
の
洪
水
対
策
」
の
優
先
順
位
が
低
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
論
証
会
で
は
三
峡
ダ
ム
建
設
の
決
定
を
中

央
に
促
す
可
能
性
は
低
い
と
判
断
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
に
、
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
も
水
利
部
門
に
と
っ
て
不
利
な
要
素
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
論
証
会
を
主
宰
す
る
科

委
会
の
林
漢
雄
は
、
李
鵬
ら
と
同
様
「
留
ソ
組
」（
共
産
党
内
最
高
指
導
部
の
子
弟
で
四
八
年
か
ら
ソ
連
に
留
学
し
、
五
〇
年
代
半
ば
に
中

国
に
戻
っ
て
き
た
グ
ル
ー
プ
を
指
す
（
で
あ
っ
た
が
、
李
鋭
の
す
す
め
に
よ
り
水
電
部
門
で
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
、
葛
洲
壩
ダ
ム

の
政
策
過
程
に
も
か
か
わ
っ
た
。
林
漢
雄
が
水
電
部
門
の
人
間
で
あ
り
、
か
つ
李
鋭
と
親
し
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
三
峡
ダ
ム
に
た

い
し
て
積
極
的
な
立
場
を
と
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　

ま
た
、
李
鋭
が
職
場
復
帰
し
た
の
ち
に
発
出
し
た
電
力
工
業
部
の
七
九
年
第
一
号
文
件
は
、
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ

た
（
1（
（

。
同
時
に
李
鋭
は
能
源
委
員
会
の
副
主
任
を
兼
任
し
て
お
り
、
最
高
指
導
層
で
発
言
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
銭
正
英
と
林
一
山
よ

り
も
大
き
な
権
限
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る（11
（

。
水
利
部
門
に
と
っ
て
、
李
鋭
の
存
在
は
彼
ら
の
論
証
委
員
会
に
お
け
る
立
場
を
弱
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め
る
も
の
と
警
戒
す
る
に
足
ろ
う
。

第
三
節　

水
利
部
門
の
「
低
壩
」
志
向
―
―
治
水
か
ら
発
電
へ
の
傾
斜

1　

銭
正
英
「
一
二
八
メ
ー
ト
ル
案
」
の
指
示

　

じ
つ
は
銭
正
英
も
八
一
年
一
月
に
葛
洲
壩
ダ
ム
の
堰
き
止
め
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
て
お
り
、
同
月
一
六
日
に
、
現
場
で
魏
廷
琤

ら
か
ら
「
三
峡
水
利
枢
紐
論
証
委
員
会
」
の
準
備
情
況
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
指
示
し
た（11
（

。

　

銭
正
英
は
、「
最
高
指
導
層
と
水
電
部
門
を
は
じ
め
と
す
る
各
方
面
を
納
得
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、（
三
峡
ダ
ム
を
支
持
す

る
（
領
導
同
志
が
『
軍
令
状
』
を
出
す
と
き
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
、
必
要
な
資
金
を
粉
飾
せ
ず
算
出
し
、
三
峡
ダ
ム
は
水
没
の

損
失
よ
り
も
得
ら
れ
る
利
益
が
大
き
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
ま
た
は
発
電
費
か
ら
立
ち
退
き
の
資
金
を
捻
出
す
る
方
法
の
検

討
」
な
ど
を
指
示
し
た
。

　

そ
の
う
え
銭
正
英
は
、「
規
模
が
大
き
く
な
い
『
分
期
開
発
』
の
『
低
壩
』
案
を
論
証
会
に
提
出
す
る
よ
う
に
」
と
長
弁
に
指
示

し
た
。「
こ
の
案
は
現
実
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
論
争
に
な
っ
て
い
る
多
く
の
問
題
を
脇
に
や
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
の

が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、「
立
ち
退
き
住
民
が
大
幅
に
減
り
、
貯
水
位
が
低
い
た
め
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
懸
念
も
弱
ま
る
。
同
時
に
発
電
の
利
益
と

治
水
の
便
益
は
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
設
備
、
基
地
も
再
利
用
で
き
る
。
結
果
的
に
ほ
か
の
ダ
ム
を
造
る
よ
り
、
か

え
っ
て
準
備
作
業
と
施
工
期
間
が
短
く
な
る
」
と
の
考
え
で
あ
る
。

　

二
月
二
日
に
、
長
弁
は
宜
昌
で
銭
正
英
に
対
し
て
、「
三
峡
（
三
闘
坪
（
枢
紐
分
期
開
発
初
期
貯
水
位
一
二
八
米
方
案
（
壩
頂
高
一

四
五
米
（
簡
述
」
を
報
告
し
た
。
こ
の
一
二
八
メ
ー
ト
ル
案
の
目
的
は
、「
三
峡
ダ
ム
の
初
期
投
資
と
立
ち
退
き
住
民
の
数
を
減
ら
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し
、
早
い
う
ち
に
ダ
ム
の
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
、
具
体
的
に
、「
初
期
の
立
ち
退
き
住
民
は
二
〇
万
人
、
発
電
能

力
六
〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
以
後
ダ
ム
の
高
さ
を
継
続
し
て
増
や
し
、
治
水
能
力
を
高
め
る
と
同
時
に
発
電
と
水
運
に
よ

る
収
益
も
向
上
さ
せ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る（11
（

。

　

こ
の
案
は
長
弁
が
六
〇
年
代
に
検
討
し
た
「
分
期
開
発
」
の
案
に
も
と
づ
き
作
成
し
た
も
の
だ
が
、
ダ
ム
の
高
さ
は
一
四
五
メ
ー

ト
ル
、
最
終
的
な
貯
水
位
が
一
九
〇
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
な
っ
て
い
る（11
（

。

　

こ
の
初
期
貯
水
位
一
二
八
メ
ー
ト
ル
案
は
、
水
利
部
門
が
従
来
求
め
て
き
た
長
江
中
下
流
の
治
水
の
役
割
が
ほ
と
ん
ど
果
た
せ
ず
、

発
電
規
模
も
そ
れ
ほ
ど
期
待
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
水
利
部
門
の
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
姿
勢
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
と
い
え
よ
う
。

　

じ
つ
は
、
銭
正
英
と
林
一
山
は
「
八
一
年
前
半
に
論
証
会
を
再
開
」
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
が
、「
開
催
が
う
や
む
や
に

な
っ
た
」。
そ
の
背
景
を
、「
水
電
部
門
は
葛
洲
壩
ダ
ム
の
六
月
の
水
運
開
始
、
七
月
の
発
電
開
始
に
専
念
し
た
た
め
論
証
会
に
構
っ

て
い
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る（11
（

。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
洪
水
対
策
に
な
ら
な
い
一
二
八
メ
ー
ト
ル
案
は
、「
高
壩
」

を
め
ざ
す
王
任
重
ら
の
賛
同
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
結
局
、
論
証
会
が
開
催
さ
れ
ず
に
こ
の
案
も
検
討
さ
れ
な

い
ま
ま
う
や
む
や
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

2　

長
弁
「
低
壩
」
模
索
の
歴
史

①
　
発
電
優
先
の
「
分
期
開
発
」
案

　

じ
つ
は
、
長
弁
は
そ
れ
ま
で
も
三
峡
ダ
ム
の
貯
水
位
に
関
し
て
い
ろ
い
ろ
な
案
を
提
起
し
中
央
に
政
策
決
定
を
促
し
て
き
た
。

　

長
弁
が
長
江
中
下
流
の
水
害
の
根
本
的
な
解
決
を
め
ざ
し
、
ソ
連
人
専
門
家
の
指
導
下
で
考
案
し
た
の
は
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
大
型
ダ
ム
で
あ
っ
た
。
成
都
会
議
に
お
い
て
、
四
川
省
の
水
没
の
損
失
を
勘
案
し
、
ダ
ム
の
正
常
貯
水
位
は
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
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以
下
に
据
え
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
の
を
受
け
て
、
五
九
年
に
長
弁
が
編
制
し
た
「
長
江
三
峡
水
利
枢
紐
初
歩
設
計
要
点
報
告
」
で

も
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
が
決
定
さ
れ
て
い
る（11
（

。

　

し
か
し
六
〇
年
か
ら
三
峡
ダ
ム
計
画
そ
の
も
の
が
停
滞
す
る
と
、
長
弁
は
六
四
年
頃
か
ら
中
央
に
対
し
て
安
全
保
障
、
資
金
と
水

没
の
面
に
お
い
て
着
手
し
や
す
い
「
分
期
開
発
」
案
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
政
策
決
定
を
促
し
た
。

　
「
分
期
開
発
」
案
と
は
、
ま
ず
は
少
な
い
投
資
額
で
規
模
の
小
さ
い
ダ
ム
を
造
り
、
の
ち
に
治
水
の
必
要
性
に
応
じ
数
段
階
に
分

け
て
徐
々
に
ダ
ム
の
本
体
の
高
さ
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
目
的
が
治
水
か
ら
離
れ
、
あ
く
ま
で

も
三
峡
ダ
ム
の
発
電
機
能
を
優
先
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

入
手
が
叶
っ
た
資
料
で
は
、
長
弁
は
七
一
年
ま
で
の
間
に
繰
り
返
し
四
回
に
わ
た
っ
て
、
洪
水
対
策
で
は
な
く
発
電
を
第
一
の
目

的
と
し
た
「
分
期
開
発
」
案
を
提
案
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

⑴　

六
四
年
四
月
三
日
周
恩
来
へ
の
提
案

　

長
弁
が
は
じ
め
て
「
分
期
開
発
」
案
を
提
案
し
た
の
は
、
六
四
年
四
月
三
日
、
周
恩
来
に
対
し
て
で
あ
っ
た（11
（

。
具
体
的
な
内
容
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
第
一
期
（
初
期
（
の
ダ
ム
の
正
常
貯
水
位
を
一
一
五
メ
ー
ト
ル
に
し
、
主
な
役
割
を
発
電
と
す
る
。
第
二
期
は
堤
高
を
一
六
二

メ
ー
ト
ル
ま
で
高
め
、
正
常
貯
水
位
を
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
す
る
。
主
な
役
割
は
洪
水
対
策
と
発
電
で
あ
る
。
第
三
期
は
、
正
常
貯

水
位
を
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
高
め
る
」。

　

ま
た
、「
七
一
年
か
ら
七
三
年
ま
で
に
正
式
に
着
工
す
る
。
七
七
年
か
ら
八
〇
年
ま
で
に
第
一
期
工
程
を
完
成
さ
せ
、
七
六
年
か

ら
七
七
年
ま
で
に
発
電
を
開
始
す
る
。
そ
れ
以
降
は
必
要
に
応
じ
て
徐
々
に
（
ダ
ム
を
（
高
く
し
て
い
く
」
予
定
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
最
終
形
態
と
し
て
正
常
貯
水
位
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
が
構
想
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
期
以
降
を
い
つ
実
現
さ
せ
る
か
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に
つ
い
て
は
明
言
を
避
け
て
い
る
。

⑵　

六
六
年
三
月
九
日
「
党
中
央
と
主
席
」
へ
の
提
案

　

第
二
回
目
は
、
文
化
大
革
命
運
動
（
以
下
、
文
革
（
が
勃
発
す
る
直
前
の
六
六
年
三
月
九
日
で
あ
る
。
林
一
山
は
再
度
「
党
中
央

と
主
席
」
宛
て
に
「
関
於
長
江
三
峡
工
程
設
計
問
題
的
報
告
」
を
出
し
た（11
（

。

　

こ
の
報
告
も
三
峡
ダ
ム
の
発
電
機
能
を
重
視
し
た
「
分
期
開
発
」
案
で
あ
る
。
具
体
的
に
、
第
一
期
の
目
的
は
、
発
電
と
水
運
で

あ
る
と
し
、
正
常
貯
水
位
を
一
一
五
メ
ー
ト
ル
、
ダ
ム
の
高
さ
を
一
二
四
メ
ー
ト
ル
と
し
た
。
第
二
期
の
目
的
は
、
あ
る
程
度
洪
水

対
策
の
需
要
に
応
じ
つ
つ
、
引
き
続
き
発
電
と
水
運
の
効
率
を
高
め
る
こ
と
と
し
た
。
堤
高
を
一
六
二
メ
ー
ト
ル
に
上
げ
、
発
電
の

た
め
に
貯
水
位
を
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
引
き
上
げ
る
。
第
三
期
は
、
堤
高
を
最
終
段
階
ま
で
高
め
る
が
、
水
没
の
損
失
減
少
を
念

頭
に
、
最
終
貯
水
位
を
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
に
下
げ
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、「
六
八
年
に
施
工
の
準
備
を
開
始
し
、
六
九
年
に
着
工
、
七
五
年
に
発
電
開
始
す
る
」
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、「
三
峡

ダ
ム
を
第
三
次
と
第
四
次
五
か
年
計
画
の
間
の
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
す
る
こ
と
」
を
求
め
た
。

　

こ
の
報
告
で
は
、「
積
極
準
備
、
充
分
可
靠
」
に
加
え
て
、
同
じ
く
毛
沢
東
の
三
峡
ダ
ム
へ
の
指
示
で
あ
っ
た
「
有
利
無
弊
」
と

い
う
方
針
を
付
け
加
え
て
、「
分
期
開
発
」
の
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
た
。

　

林
一
山
は
、「
三
峡
ダ
ム
の
莫
大
な
発
電
量
が
足
か
せ
に
な
っ
て
い
た
が
、『
分
期
開
発
』
な
ら
ば
発
電
量
が
抑
え
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
ま
た
、『
分
期
開
発
』
は
、
国
家
の
資
金
の
合
理
的
な
利
用
に
有
利
で
あ
り
、
同
時
に
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
に
も
有

利
で
あ
る
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

い
い
か
え
れ
ば
、「
分
期
開
発
」
は
、
当
時
の
社
会
状
況
で
は
消
費
し
き
れ
な
い
発
電
量
、
資
金
難
と
安
全
保
障
へ
の
懸
念
と
い

う
問
題
を
す
べ
て
ク
リ
ア
で
き
る
案
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
り
、
長
弁
自
身
が
強
く
唱
え
た
三
峡
ダ
ム
の
治
水
の
役
割
が
相
対
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化
さ
れ
た
こ
と
も
否
め
な
い
。

　

報
告
は
こ
の
問
題
を
意
識
し
て
か
、
次
の
よ
う
に
つ
づ
け
た
。「
三
峡
ダ
ム
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
原
則
は
、
総
合
的
な
利
用
、

合
理
的
に
洪
水
対
策
、
発
電
と
水
運
を
塩
梅
よ
く
運
用
し
、
水
利
資
源
を
充
分
に
利
用
し
、
害
を
取
り
除
き
、
利
を
興
し
、
そ
の
他

の
洪
水
対
策
と
組
み
合
わ
せ
て
、
徐
々
に
長
江
を
根
治
す
る
目
的
を
達
成
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、「
三
峡
ダ
ム
は
、
長
江
中

下
流
と
り
わ
け
荊
江
河
段
の
洪
水
対
策
に
と
っ
て
巨
大
な
役
割
を
果
た
せ
る
が
、
し
か
し
す
べ
て
の
問
題
を
完
全
に
解
決
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
長
弁
は
、
従
来
の
「
三
峡
ダ
ム
に
よ
っ
て
根
本
的
に
長
江
の
洪
水
問
題
を
解
決
す
る
」
と
の
主
張
か
ら
後
退
し
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

⑶　

六
八
年
四
月
湖
北
省
と
の
連
名
で
「
毛
主
席
、
党
中
央
、
国
務
院
、
中
央
軍
委
」
へ
の
提
案

　

第
三
回
目
は
、
六
八
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
長
弁
は
湖
北
省
長
張
体
学
ら
と
と
も
に
三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
候
補
地
を
実
地
調
査
し
、

銭
正
英
ら
に
三
峡
ダ
ム
の
研
究
状
況
を
報
告
し
た
。
張
体
学
と
銭
正
英
の
同
意
を
得
て
、
水
電
部
と
湖
北
省
が
連
名
で
「
毛
主
席
、

党
中
央
、
国
務
院
、
中
央
軍
委
」
に
対
し
て
「
関
於
修
建
三
峡
水
利
枢
紐
的
設
想
」
の
報
告
を
出
し
た（11
（

。
そ
の
な
か
で
、
三
峡
ダ
ム

を
二
期
に
分
け
て
建
設
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

　

第
一
期
は
、
主
に
荊
江
地
区
の
洪
水
被
害
と
湖
北
省
、
河
南
省
、
湖
南
省
西
部
と
四
川
省
東
部
の
電
力
不
足
問
題
の
解
決
、
お
よ

び
川
江
（
四
川
省
域
内
を
流
れ
る
長
江
の
こ
と
（
の
も
っ
と
も
通
航
困
難
な
峡
谷
地
帯
の
水
路
の
改
善
を
目
的
と
し
、
貯
水
位
を
一
五

〇
メ
ー
ト
ル
前
後
、
堤
高
を
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
と
し
た
。
第
二
期
は
最
終
規
模
ま
で
建
設
す
る
。

　

こ
の
案
は
、
二
期
仕
立
て
が
特
徴
で
あ
り
、
初
期
貯
水
位
を
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
し
て
い
る
が
、
最
終
的
な
貯
水
位
は
提
示
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
提
案
は
翌
年
六
月
に
毛
沢
東
か
ら
戦
争
へ
の
懸
念
と
い
う
理
由
で
門
前
払
い
さ
れ
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
建
設
が
決
定
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さ
れ
た（1（
（

。
当
時
張
体
学
と
銭
正
英
は
逼
迫
す
る
湖
北
省
の
電
力
不
足
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
三
峡
ダ
ム
の
建
設
を
求
め
て
い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
案
で
は
洪
水
対
策
を
一
番
の
目
的
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

⑷　

七
〇
年
一
二
月
一
七
日
の
周
恩
来
へ
の
提
案

　

第
四
回
目
は
、
七
〇
年
末
に
葛
洲
壩
ダ
ム
が
最
高
指
導
層
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
過
程
で
行
わ
れ
た
。
当
時
、
政
治
運
動
か
ら
辛

う
じ
て
職
場
復
帰
し
た
林
一
山
は
そ
の
建
設
に
反
対
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
三
峡
ダ
ム
の
補
完
ダ
ム
と
し
て
考
案
し
た
下
流
の

葛
洲
壩
ダ
ム
を
先
に
建
設
し
た
場
合
、
上
流
の
水
位
が
二
〇
メ
ー
ト
ル
も
上
昇
し
、
三
峡
ダ
ム
の
工
事
に
支
障
を
き
た
す
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
は
周
恩
来
の
指
示
に
し
た
が
い
、
七
〇
年
一
二
月
一
七
日
に
こ
の
二
つ
の
ダ
ム
を
比
較
し
た
報
告
を

出
し
た（11
（

。

　

こ
の
報
告
に
お
い
て
、
発
電
と
水
運
は
三
峡
ダ
ム
の
第
一
義
の
目
的
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
林
一
山
は
、
長
弁
が
三
峡
ダ
ム

の
「
分
期
開
発
」
に
つ
い
て
大
量
の
研
究
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
第
一
期
の
正
常
貯
水
位
一
一
五
メ
ー
ト
ル
案
の
規

模
、
発
電
量
と
投
資
額
な
ど
は
葛
洲
壩
ダ
ム
と
遜
色
が
な
い
と
し
て
、
三
峡
ダ
ム
を
先
に
建
設
す
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
。

　

総
じ
て
い
え
ば
、
長
弁
に
よ
る
一
連
の
「
分
期
開
発
」
に
関
す
る
提
案
は
、
三
峡
ダ
ム
の
第
一
義
の
目
的
と
し
て
主
張
さ
れ
た
洪

水
対
策
よ
り
も
発
電
を
優
先
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
時
勢
に
合
わ
せ
て
三
峡
ダ
ム
の
着
工
の
機
会
を
狙
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、「
低
壩
」
を
主
張
し
た
が
ゆ
え
に
、
三
峡
ダ
ム
の
治
水
能
力
が
確
保
で
き
ず
、
従
来
の
「
三
峡
ダ
ム
に
よ
る
洪
水
の
根
治
」

と
い
う
目
標
か
ら
、
ほ
か
の
治
水
事
業
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
洪
水
の
根
治
へ
と
主
張
が
変
化
し
て
い
る
。

②
　
李
先
念
の
「
高
壩
中
用
」
案
へ
の
追
随

　

こ
の
よ
う
に
、
林
一
山
の
率
い
る
長
弁
は
、
葛
洲
壩
ダ
ム
が
着
工
さ
れ
る
頃
ま
で
、「
分
期
開
発
」
の
提
案
を
つ
づ
け
た
。
別
稿
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で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
林
一
山
は
葛
洲
壩
ダ
ム
が
設
計
の
失
敗
に
よ
り
二
年
も
の
工
事
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
際
に
、
そ
の
再
設

計
を
周
恩
来
か
ら
任
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
工
事
再
開
を
機
に
、
林
一
山
は
三
峡
ダ
ム
を
政
策
過
程
に
組
み
入
れ
よ
う

と
試
み
た（11
（

。
長
弁
は
、
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
へ
の
懸
念
を
か
わ
す
た
め
に
、「
太
平
渓
」
を
ダ
ム
サ
イ
ト
候
補
地
と
し
て
推
し
て

い
た
。
他
方
、
林
一
山
は
ダ
ム
の
正
常
貯
水
位
に
つ
い
て
、
李
先
念
が
七
八
年
一
月
に
葛
洲
壩
ダ
ム
を
視
察
し
た
際
に
提
案
し
た

「
高
壩
中
用
」
案
に
追
随
す
る
よ
う
に
な
っ
た（11
（

。

　

同
年
一
〇
月
二
六
日
、
林
一
山
が
李
先
念
と
国
務
院
宛
て
に
「
関
於
三
峡
水
庫
移
民
問
題
的
報
告
」
を
提
出
し
た（11
（

。
こ
の
報
告
で

は
林
一
山
は
、「
高
壩
中
用
、
分
期
移
民
」
を
提
案
し
た
。

　
「
高
壩
中
用
」
案
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
高
い
治
水
能
力
が
確
保
で
き
る
一
定
高
度
（
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
（
の
ダ
ム
の
本
体
を
建

設
し
、
段
階
的
に
貯
水
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
る
。

　

こ
の
案
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
そ
の
「
一
定
高
度
」
以
下
の
地
域
（
主
に
四
川
省
内
（
は
、
い
つ
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
立
ち

退
き
期
日
の
た
め
、
き
わ
め
て
不
安
定
か
つ
不
利
な
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
林
一
山
の
率
い
る
長
弁
は
、
六
〇
年
代
か
ら
「
分
期
開
発
」
案
を
一
貫
し
て
提
案
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
発

電
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
つ
つ
投
資
額
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
立
ち
退
き
の
規
模
も
小
さ
く
な
る
こ
と
か
ら
、
政
策

決
定
者
に
は
受
け
入
れ
や
す
い
提
案
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
三
峡
ダ
ム
は
初
期
工
程
の
低
い
貯
水
位
で
は
十
分
な
治
水

能
力
を
持
た
ず
、
か
つ
そ
の
後
ダ
ム
を
高
く
で
き
る
保
証
は
な
い
。
そ
の
た
め
、「
分
期
開
発
」
案
で
は
長
江
中
下
流
の
「
千
年
に

一
度
の
洪
水
を
防
ぐ
」
と
い
う
林
一
山
ら
の
初
志
を
叶
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
高
壩
中
用
」
案
は
林
一
山
の
「
分
期
開
発
」
案
と
比
べ
て
、
洪
水
対
策
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
初

め
か
ら
「
一
定
高
度
」
の
ダ
ム
を
造
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
案
は
、
湖
北
省
を
は
じ
め
長
江
中
下
流
を
洪
水
か
ら
守
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
の
、
四
川
省
域
内
の
水
没
地
域
に
と
っ
て
は
明
ら
か
に
非
常
に
厄
介
な
代
物
で
あ
る
。



1（

法学研究 94 巻 7 号（2021：7）
　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
林
一
山
が
「
高
壩
中
用
」
案
に
追
随
し
た
の
は
、
そ
の
治
水
能
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
三
峡
ダ
ム
の
こ

と
は
主
に
李
先
念
同
志
が
主
導
権
を
持
っ
て
い
た
」
と
の
認
識
か
ら
、
七
〇
年
代
末
の
李
先
念
の
権
力
に
便
乗
し
て
三
峡
ダ
ム
の
決

定
を
促
そ
う
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（11
（

。

3　

魏
廷
琤
と
王
家
柱
に
よ
る
「
一
五
一
メ
ー
ト
ル
案
」
の
提
案

　

じ
つ
は
、
長
弁
は
八
一
年
一
一
月
に
、
前
述
し
た
論
証
委
員
会
の
た
め
に
作
成
し
た
報
告
を
た
た
き
台
に
、
補
足
の
研
究
を
行
い

「
長
江
三
峡
水
利
枢
紐
論
証
報
告
」
を
正
式
に
完
成
し
た（11
（

。

　

こ
の
報
告
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
し
か
し
翌
月
に
、
魏
廷
琤
と
王
家
柱
の
連
名
に
よ
る
「
関
於
興
建
水
利
枢
紐
加
快
我
国
能

源
建
設
的
意
見
」
と
い
う
報
告
（
以
下
、「
魏
・
王
報
告
」（
が
出
さ
れ
て
い
る（11
（

。

　

こ
の
報
告
は
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
、
三
峡
ダ
ム
の
発
電
機
能
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
も
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
不

足
問
題
の
解
決
を
優
先
し
て
考
慮
し
、
三
峡
ダ
ム
を
分
期
し
て
建
設
し
、
そ
の
貯
水
位
を
最
大
で
も
一
五
一
メ
ー
ト
ル
に
抑
え
る
こ

と
を
提
案
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
二
〇
年
に
一
度
の
洪
水
を
前
提
に
、
ダ
ム
の
水
位
は
一
五
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
、
堤
高
を
一
七

〇
メ
ー
ト
ル
程
度
ま
で
造
る
。『
高
壩
中
用
』
の
手
法
を
と
り
、
百
年
に
一
度
の
洪
水
の
際
に
、
貯
水
位
は
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
を
超

え
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
大
型
洪
水
時
に
の
み
臨
時
に
発
生
す
る
一
〇
メ
ー
ト
ル
分
の
水
没
地
域
に
対
し

て
は
、
発
電
の
収
益
か
ら
補
償
資
金
を
捻
出
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
る
。

　
「
こ
の
案
で
は
、
一
一
九
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
量
が
得
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
石
炭
三
五
〇
〇
万
ト
ン
の
発
電
量
に
相
当
す
る
。

着
工
か
ら
第
一
期
の
発
電
機
二
台
に
よ
る
発
電
の
開
始
ま
で
、
工
期
は
約
九
年
で
、
投
資
額
は
六
三
・
六
億
元
（
ダ
ム
水
没
費
用
は

含
ま
な
い
（
に
な
る
。
一
五
一
メ
ー
ト
ル
の
貯
水
位
に
よ
る
立
ち
退
き
住
民
は
三
九
万
人
（
う
ち
農
村
人
口
が
一
四
・
二
万
人
（、
水
没
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耕
地
は
一
二
万
畝
で
あ
る
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
報
告
は
、「
国
民
経
済
の
発
展
に
応
じ
た
需
要
と
立
ち
退
き
住
民
の
配
置
情
況
に
鑑
み
、
適
当
な
時
期
に
ダ
ム
を
高
め
て

い
き
最
終
段
階
ま
で
建
設
し
、
同
時
に
貯
水
位
を
高
め
る
」
と
述
べ
、
発
電
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
一
五
一
メ
ー
ト
ル
案
を
提

案
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
報
告
は
、
一
五
一
メ
ー
ト
ル
案
を
構
想
し
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
随
所
で
強
調
し
て
い
る
が
、
三
峡
ダ
ム
が
最

終
的
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
高
さ
に
な
る
か
に
つ
い
て
は
明
言
を
避
け
て
い
る
。
と
い
う
の
も
文
中
、「
三
峡
ダ
ム
は
、
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
正
常
貯
水
位
方
案
の
場
合
、
立
ち
退
き
費
用
を
除
い
た
総
投
資
額
は
一
一
三
・
五
億
元
に
な
る
。
こ
の
数
字
は
、
繰
り
返
し
計
算

し
か
つ
余
地
を
残
し
て
い
る
」
と
唐
突
な
一
文
が
登
場
す
る
が
、「
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
」
と
い
う
文
言
が
記
さ
れ
る
の
は
こ
の
一
か

所
の
み
で
あ
る
。
最
終
貯
水
位
を
あ
い
ま
い
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
三
峡
ダ
ム
建
設
の
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
見
せ
る
た
め
の
魏
廷
琤
ら

長
弁
の
「
戦
術
」
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
同
時
に
、
彼
ら
の
苦
衷
も
う
か
が
え
よ
う
。

第
四
節　

水
利
部
門
の
「
高
壩
」
へ
の
回
帰

1　

王
任
重
の
治
水
重
視
と
「
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
」
の
強
調

　

既
刊
の
著
述
は
、
八
二
年
初
め
に
三
峡
ダ
ム
の
動
態
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
銭
正
英
は
鄧
小
平
の

『
三
峡
ダ
ム
は
近
い
う
ち
国
家
計
画
に
組
み
入
れ
る
予
定
が
あ
る
』
と
の
指
示
を
伝
達
し
、
長
弁
に
補
足
の
報
告
の
提
出
を
指
示
し

た
（
11
（

。
そ
れ
を
受
け
て
、
長
弁
は
二
月
に
、
中
央
、
国
務
院
と
湖
北
省
に
『
関
於
興
建
三
峡
水
利
枢
紐
的
補
充
報
告
』（
以
下
、「
補
充

報
告
」（
を
提
出
し
た
。
ま
た
、
湖
北
省
党
委
員
会
、
人
民
政
府
も
長
弁
の
『
補
充
報
告
』
を
検
討
し
、
中
央
と
国
務
院
に
『
関
於

興
建
長
江
三
峡
水
利
枢
紐
的
報
告
』
を
出
し
た
」。
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し
か
し
、
長
弁
に
よ
る
こ
の
「
補
充
報
告
」
は
「
高
壩
中
用
」
を
踏
襲
し
て
お
り
、
約
二
か
月
前
の
「
魏
・
王
報
告
」
で
提
案
さ

れ
た
一
五
一
メ
ー
ト
ル
案
が
、
な
ぜ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
に
戻
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

長
弁
所
蔵
の
档
案
資
料
で
は
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
に
戻
っ
た
経
緯
の
一
部
始
終
に
つ
い
て
詳
細
な
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
王
任

重
の
強
い
影
響
力
お
よ
び
主
管
部
門
や
地
方
政
府
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（11
（

。

　

八
二
年
一
月
二
九
日
、
王
任
重
は
武
漢
東
湖
（
毛
沢
東
も
よ
く
滞
在
し
た
療
養
地
（
で
長
弁
副
主
任
魏
廷
琤
か
ら
三
峡
ダ
ム
に
関
す

る
報
告
を
受
け
た
が
、
こ
の
際
、
湖
北
省
委
副
秘
書
長
呂
乃
強
、
弁
公
庁
副
主
任
申
興
国
、
お
よ
び
国
家
農
委
副
主
任
楊
坤
泉
も
同

席
し
た
。

　

こ
の
集
ま
り
の
目
的
は
、
主
に
中
央
に
出
す
「
補
充
報
告
」
を
い
か
に
書
く
か
を
討
論
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
王
任
重
は
報
告

を
受
け
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
指
示
を
行
っ
た
。

　

第
一
に
、
三
峡
ダ
ム
正
常
貯
水
位
の
問
題
で
あ
る
。
王
任
重
は
前
回
の
報
告
（「
魏
・
王
報
告
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
（
で
は
中
間

の
貯
水
位
に
し
か
言
及
し
て
お
ら
ず
、
最
終
規
模
は
明
示
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
魏
廷
琤
は
、「
今
回
の
長
弁
の
報
告
は

一
九
〇
メ
ー
ト
ル
を
最
終
規
模
に
し
た
。
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
に
比
べ
て
水
没
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
成
都
と
重
慶
間
の

鉄
道
（
成
渝
鉄
道
（
も
小
規
模
の
線
路
変
更
で
済
む
。
銭
正
英
も
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
案
に
賛
成
し
た
」
と
報
告
し
た（1（
（

。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
王
任
重
は
「
こ
の
案
は
考
慮
し
て
も
よ
い
。
し
か
し
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
も
準
備
し
て
お
く
よ
う
に
。
余
地
を

残
す
必
要
が
あ
る
。
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
を
留
保
し
て
お
け
ば
、
将
来
的
に
高
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
考
え
が
変
わ
れ
ば
、
高
く

す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
中
略
（。
基
礎
は
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
で
や
る
必
要
が
あ
る
。
い
つ
高
く
す
る
か
は
、
中
央
が
国
情
と
人
力
、

物
資
と
財
力
を
も
と
に
決
定
す
る
。
九
〇
年
以
降
、
国
家
の
情
況
は
き
っ
と
目
下
と
は
異
な
る
」
と
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
を
強
調
し

指
示
し
た
。

　

王
任
重
は
、「
報
告
書
を
作
成
す
る
際
に
、
洪
水
対
策
を
一
番
に
掲
げ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
こ
は
（
発
電
を
強
調
す
る
と
い
う
動
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き
に
（
迎
合
し
て
は
な
ら
な
い
。
五
四
年
毛
主
席
が
三
峡
ダ
ム
を
や
る
と
決
心
し
た
の
は
ま
さ
に
洪
水
問
題
を
解
決
す
る
た
め
だ
」

と
強
調
し
た
。
彼
の
「
高
壩
」
志
向
は
治
水
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
投
資
問
題
に
関
し
て
、
王
任
重
は
「
投
資
額
を
正
確
に
見
積
も
り
、『
上
馬
予
算
』
を
避
け
る
こ
と
」
を
求
め
た
。
こ

の
「
上
馬
予
算
」
と
い
う
の
は
、
上
級
部
門
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
許
可
を
得
や
す
く
す
る
た
め
に
、
投
資
額
を
低
く
見
積
も
る
こ

と
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
当
時
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
や
り
方
で
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
釣
魚
工
程
」
と
揶
揄
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。

　

じ
つ
は
、
八
一
年
一
月
に
も
銭
正
英
は
長
弁
に
対
し
て
同
じ
忠
告
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
れ
は
当
時

の
最
高
指
導
層
が
下
級
組
織
に
対
し
て
厳
重
注
意
す
る
事
項
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

第
三
に
、
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
の
問
題
で
あ
る
。
王
任
重
は
、「（
ダ
ム
の
（
安
全
保
障
は
考
慮
し
な
く
て
も
よ
い
。
原
子
爆
弾

を
恐
れ
て
は
、
何
も
か
も
建
設
が
で
き
な
く
な
る
。
ダ
ム
が
爆
撃
さ
れ
る
の
を
恐
れ
る
な
ら
、
都
市
の
建
設
は
ど
う
す
る
の
か
？　

北
京
、
上
海
は
ど
う
す
る
の
か
？　

も
う
建
設
し
な
い
の
か
？
」
と
鄧
小
平
の
発
言
を
伝
え
た
。

　

別
稿
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
三
峡
ダ
ム
の
安
全
保
障
問
題
は
、
七
九
年
一
一
月
に
水
利
部
党
組
が
ダ
ム
サ
イ
ト
候
補
地
を
三
闘
坪

に
決
定
し
た
こ
と
で
解
決
済
み
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る（11
（

。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
最
高
指
導
層
が
言
及
す
る
か
ら
に
は
、
こ
の
問
題
は

依
然
と
し
て
く
す
ぶ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
鄧
小
平
の
ダ
ム
の
安
全
保
障
に
関
す
る
楽
観
的
な
考
え
方
は
、
八
〇

年
代
に
お
け
る
三
峡
ダ
ム
の
政
策
決
定
に
大
き
く
影
響
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
王
任
重
は
長
弁
の
み
な
ら
ず
、
湖
北
省
の
幹
部
に
た
い
し
て
も
、「
報
告
書
は
水
利
部
だ
け
に
頼
っ
て
は
だ
め
だ
。（
湖

北
（
省
委
が
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
な
い
と
い
け
な
い
」
と
報
告
書
の
作
成
と
提
出
を
求
め
た
。
後
述
す
る
長
弁
と
湖
北
省
の
報
告

は
、
ま
さ
に
こ
の
王
任
重
の
指
示
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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2　

長
弁
の
「
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
」
報
告

　

長
弁
は
王
任
重
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
数
日
後
の
八
二
年
二
月
二
日
に
、「
関
於
興
建
三
峡
水
利
枢
紐
的
補
充
報
告
」
を
国
務
院

に
提
出
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
銭
正
英
も
同
意
し
た
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
案
が
撤
回
さ
れ
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
が
提
案
さ
れ
た
。

　
「
補
充
報
告
」
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
最
終
規
模
の
貯
水
位
を
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
す
る
案
を
選
択
す
る
こ
と
が
比
較
的
合
理
的
で
あ

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
投
資
の
集
中
を
避
け
、
と
く
に
立
ち
退
き
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
ダ
ム
と
発
電
所
は
一
気
に
最
終
規

模
ま
で
建
設
し
、
貯
水
位
は
数
段
階
に
分
け
て
高
め
る
方
式
で
運
用
す
る
」
と
し
た（11
（

。

　
「
補
充
報
告
」
の
左
記
の
点
が
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
こ
の
提
案
は
実
質
「
高
壩
中
用
」
案
で
あ
り
、
ダ
ム
の
運
用
は
お
お
ま
か
に
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
期
は
、
一
五
一
メ
ー
ト
ル
で
運
用
し
、
年
に
約
四
五
〇
億
～
七
二
〇
億
ワ
ッ
ト
の
発
電
量
を
得
る
。
五
四
年
型
洪
水
が
発
生

し
た
場
合
、
ダ
ム
の
貯
水
位
は
一
五
七
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
よ
う
に
運
用
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
荊
江
地
域
の
貯
水
池
（
原
語
：
分

洪
区
（
へ
の
分
流
は
不
要
に
な
る
。
立
ち
退
き
住
民
は
三
六
万
人
、
水
没
す
る
耕
地
は
一
二
万
畝
で
あ
る
。

　

第
二
期
の
運
用
水
位
は
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
治
水
能
力
が
最
終
規
模
に
近
づ
く
ほ
か
、
年
間
発
電
量
は
約
九
〇
〇
億
ワ
ッ

ト
超
、
立
ち
退
き
住
民
の
累
計
は
一
〇
七
万
人
に
な
り
、
水
没
耕
地
は
三
六
万
畝
増
え
、
累
計
四
八
万
畝
に
な
る
。

　

第
三
期
は
、
最
終
貯
水
位
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
運
用
す
る
。
立
ち
退
き
住
民
が
三
〇
万
人
増
加
し
、
累
計
一
三
七
万
人
に
な
り
、

水
没
耕
地
は
二
〇
万
畝
増
加
し
、
累
計
六
八
万
畝
に
な
る
。

　

こ
の
一
連
の
数
字
は
、
最
高
指
導
層
に
よ
る
政
策
決
定
時
の
判
断
材
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
立
ち
退
き
住
民
の
数

は
、
正
常
貯
水
位
が
一
五
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合
に
は
約
一
〇
〇
万
人
も
増
え
る
こ
と
が
一

目
瞭
然
で
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
第
二
期
か
ら
三
期
に
か
け
て
上
昇
す
る
貯
水
位
は
わ
ず
か
一
〇
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
立
ち
退
き
住
民
は
三
〇
万
人
も
増
加
す
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る
。
こ
れ
ほ
ど
の
影
響
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
案
が
王
任
重
の
一
存
で
決
定
し
、
提
案
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
し
よ
う
。

　

第
二
に
、
三
峡
ダ
ム
建
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
て
、「
八
三
年
に
施
工
の
準
備
を
開
始
し
、
八
六
年
に
正
式
に
着
工
す
る
こ

と
」
と
提
案
さ
れ
た
。
八
六
年
の
着
工
時
に
は
「
葛
洲
壩
ダ
ム
の
土
建
部
分
の
施
工
は
基
本
完
了
し
て
お
り
、
そ
の
労
働
力
と
機
材

設
備
は
適
当
な
補
充
と
調
整
を
経
て
、
三
峡
ダ
ム
施
工
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
労
働
力
と
機

材
設
備
に
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
建
設
資
金
に
関
し
て
、
三
峡
ダ
ム
の
投
資
総
額
は
一
六
七
・
五
三
億
元
で
あ
り
、「
以
電
養
電
」
に
よ
り
資
金
を
捻
出

す
る
と
し
て
、「
葛
洲
壩
ダ
ム
の
発
電
収
入
を
三
峡
ダ
ム
投
資
時
の
主
要
な
資
金
源
に
し
、
不
足
部
分
は
銀
行
の
貸
付
金
で
賄
う
」

こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

3　

湖
北
省
の
報
告
と
利
益
主
張

　

前
述
し
た
王
任
重
の
指
示
を
受
け
た
湖
北
省
党
委
員
会
と
人
民
政
府
は
、
長
弁
の
報
告
を
検
討
し
、
同
月
一
〇
日
に
党
中
央
と
国

務
院
に
対
し
て
「
関
於
興
建
長
江
三
峡
水
利
枢
紐
的
報
告
」
を
提
出
し
た（11
（

。

　

こ
の
報
告
は
、「
三
峡
ダ
ム
を
近
期
の
国
家
計
画
に
組
み
入
れ
る
予
定
」
と
の
鄧
小
平
の
指
示
を
擁
護
す
る
と
表
明
す
る
一
方
で
、

報
告
の
提
出
に
際
し
て
王
任
重
の
指
示
に
し
た
が
っ
た
こ
と
を
伏
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
湖
北
省
の
立
場
か
ら
、
主
に
二
つ
の
点
に
お
い
て
自
ら
の
権
益
を
主
張
し
て
い
る
。

　

ひ
と
つ
は
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
三
峡
ダ
ム
の
治
水
の
役
割
を
強
調
し
荊
江
堤
防
と
武
漢
市

を
保
護
す
る
目
的
で
あ
る
。

　

報
告
で
は
、
五
四
年
洪
水
に
よ
っ
て
三
万
人
あ
ま
り
の
死
者
が
あ
っ
た
こ
と
を
例
に
挙
げ
、
同
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
、

損
失
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
し
た（11
（

。
そ
こ
で
、
三
峡
ダ
ム
は
、
長
江
中
下
流
の
洪
水
問
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
鍵
と
な
る
プ
ロ
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ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
し
、
武
漢
市
よ
り
上
流
か
ら
来
る
洪
水
の
三
分
の
二
程
度
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
、
貯
水
位
が
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
に
達
し
た
場
合
は
、
た
と
え
歴
史
に
残
る
一
八
七
〇
年
型
の
洪
水
が
来
て
も
、
荊
江
堤
防
と
武
漢
市
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

い
ま
ひ
と
つ
は
、
三
峡
ダ
ム
の
着
工
決
定
に
時
間
が
か
か
る
場
合
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
労
働
者
が
手
待
ち
の
状
態
を
回
避
す
る
策
と

し
て
、
湖
北
省
に
新
た
な
ダ
ム
を
建
設
す
る
こ
と
を
求
め
た
点
で
あ
る
。

　

報
告
で
は
、
三
峡
ダ
ム
建
設
が
今
日
ま
で
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
財
力
の
問
題
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
長
弁
の
提
案
す
る
貯

水
位
を
分
期
し
て
高
め
る
案
は
、
比
較
的
現
実
に
即
し
て
お
り
国
力
に
適
し
て
い
る
と
し
た
。
ま
た
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
発
電
収
益
を

三
峡
ダ
ム
の
主
要
な
投
資
原
資
に
す
る
と
の
長
弁
の
提
案
に
賛
同
を
表
明
し
た
。

　

そ
し
て
、
長
弁
は
三
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
技
術
者
が
お
り
、
三
〇
年
近
く
積
み
上
げ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
る
こ
と
に
加
え
、（
葛
洲

壩
ダ
ム
の
工
事
を
担
当
す
る
（
三
三
〇
工
程
局
は
、
施
工
労
働
力
が
五
万
人
超
、
施
工
機
材
や
設
備
も
五
億
元
の
価
値
を
有
し
て
お

り
、
比
較
的
条
件
の
よ
い
後
方
基
地
も
あ
る
。
葛
洲
壩
ダ
ム
の
土
建
工
事
は
八
六
年
に
基
本
的
に
終
了
す
る
た
め
、
三
峡
ダ
ム
と
連

続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
開
削
や
埋
め
立
て
の
施
工
機
材
と
労
働
力
は
、
八
三
年
に
は
三
峡
ダ
ム
の
施
工
現
場
に
移
動
さ
せ
て
準

備
工
事
に
取
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
も
し
葛
洲
壩
ダ
ム
の
完
工
後
、
間
を
置
か
ず
三
峡
ダ
ム
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
長
弁
と
三
三
〇
工

程
局
の
人
材
流
失
、
移
転
、
操
業
停
止
や
手
待
ち
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
い
ざ
着
工
の
際
に
は
大
き
な
損
失
に
な
る
だ
ろ
う

と
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
長
弁
と
検
討
し
た
結
果
、
三
峡
ダ
ム
の
建
設
ま
で
に
間
が
空
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、（
湖
北
省
内
に
あ
る
（
清

河
の
隔
河
岩
ダ
ム
を
建
設
す
る
こ
と
で
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
労
働
力
を
充
分
に
活
用
で
き
る
の
と
同
時
に
、
完
全
に
手
待
ち
を
な
く
す

こ
と
が
で
き
、
経
済
的
な
効
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
央
に
隔
河
岩
ダ
ム
の
建
設
に
つ
い
て
考
慮
す
る
よ
う

に
提
案
す
る
、
と
結
ん
だ
。
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こ
の
報
告
に
対
し
て
、
同
月
一
八
日
に
副
総
理
万
里
は
「
計
画
委
員
会
が
検
討
す
る
よ
う
に
」
と
指
示
し
た（11
（

。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
推
進
派
内
部
と
り
わ
け
水
利
部
門
に
お
け
る
三
峡
ダ
ム
の
正
常
貯
水
位
を
め
ぐ
る
揺
れ
と

模
索
を
分
析
し
、
三
峡
ダ
ム
史
に
お
け
る
治
水
か
ら
発
電
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
伏
線
と
政
策
形
成
の
特
徴
を
解
明
し
た
。

　

第
一
に
、
水
利
部
門
が
三
峡
ダ
ム
の
建
設
決
定
そ
の
も
の
を
目
指
す
あ
ま
り
に
発
電
機
能
を
強
調
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
な
か

で
、
治
水
と
い
う
役
割
を
相
対
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
ひ
と
つ
の
伏
線
と
な
っ
た
。

　

推
進
派
が
三
峡
ダ
ム
の
建
設
決
定
を
目
指
し
て
提
案
し
た
い
く
つ
か
の
「
低
壩
」
案
、
お
よ
び
「
分
期
建
設
」
と
「
高
壩
中
用
」

の
案
は
、
資
金
調
達
、
電
力
の
需
要
と
四
川
省
の
水
没
の
軽
減
な
ど
の
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。「
分
期
建
設
」

も
「
高
壩
中
用
」
も
、
ま
ず
は
低
い
ダ
ム
を
造
り
、
そ
れ
を
「
誘
い
水
」
に
し
て
時
機
を
見
計
ら
い
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
案
に
近
づ
か

せ
る
と
い
う
、
推
進
派
と
り
わ
け
水
利
部
門
の
戦
略
的
な
知
恵
で
あ
り
、
あ
る
種
の
「
迂
回
作
戦
」
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
八
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
三
峡
ダ
ム
の
水
力
発
電
の
役
割
が
期
待
さ
れ
た
な
か
で
、
水
利
部
門
に
よ
る
一
二
八
メ
ー
ト
ル
案

や
一
五
一
メ
ー
ト
ル
案
と
い
う
「
低
壩
」
案
の
提
案
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
意
図
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

三
峡
ダ
ム
の
正
常
貯
水
位
を
め
ぐ
る
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
推
進
派
内
部
に
お
い
て
見
ら
れ
た
揺
れ
と
模
索
は
、

あ
る
意
味
で
、
水
利
部
門
が
三
峡
ダ
ム
の
決
定
そ
の
も
の
を
目
指
す
あ
ま
り
に
そ
の
発
電
機
能
を
強
調
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
な

か
で
、
治
水
と
い
う
役
割
の
相
対
化
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
要
素
を
孕
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
三
峡
ダ
ム
の
主
た
る
役
割
が
治
水

か
ら
発
電
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
も
た
ら
す
ひ
と
つ
の
契
機
と
な
り
、
の
ち
に
水
力
発
電
部
門
に
主
導
権
を
ゆ
ず
る
伏
線
に
な
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
二
に
、
官
僚
組
織
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
な
か
に
あ
っ
て
、
委
員
会
は
下
部
組
織
の
非
協
力
に
合
え
ば
、
政
策
を
遂
行
で
き
な
い

状
態
に
陥
る
こ
と
が
あ
る
。

　

八
〇
年
七
月
に
鄧
小
平
が
「
三
峡
ダ
ム
を
軽
率
に
否
定
し
て
は
い
け
な
い
」
と
示
唆
し
た
の
を
受
け
て
、
国
務
院
は
科
委
会
と
建

委
会
の
主
宰
に
よ
る
「
三
峡
水
利
枢
紐
論
証
委
員
会
」
の
開
催
を
決
定
し
、
政
策
が
動
き
出
し
た
か
に
見
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
年

一
二
月
下
旬
に
予
定
さ
れ
た
会
議
は
銭
正
英
と
林
一
山
の
提
案
に
よ
り
延
期
さ
れ
、
最
終
的
に
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。
こ
の
時
点
に

お
け
る
鄧
小
平
の
影
響
力
の
限
界
が
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
官
僚
組
織
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
管

部
門
は
上
級
組
織
で
あ
る
委
員
会
の
決
定
を
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
す
る
こ
と
が
あ
り
、
政
策
決
定
の
「
断
片
化
」
の
好
例
で
あ
る
と
い
え

る
。

　

第
三
に
、
長
江
中
下
流
の
洪
水
対
策
を
最
優
先
に
捉
え
る
推
進
派
王
任
重
は
水
利
部
門
の
「
低
壩
」
の
動
き
を
牽
制
し
て
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
案
を
強
調
し
、
水
利
部
門
と
湖
北
省
に
「
高
壩
」
の
提
案
を
促
し
た
。
政
策
の
「
断
片
化
」
を
も
た
ら
す
の
は
、
先
行
研

究
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
官
僚
組
織
間
の
軋
轢
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
政
策
の
担
い
手
で
あ
る
主
管
部
門
と
同
じ
政
策
指
向
を
持
つ

最
高
指
導
層
と
の
間
の
意
見
の
不
一
致
が
よ
り
決
定
的
な
要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
主
管
部
門
と
同
じ
政
策
指
向
を
持
つ
最
高
指

導
層
と
の
間
に
合
意
が
あ
っ
た
と
き
に
、
政
策
が
動
き
出
す
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
解
明
は
別
稿
に
ゆ
ず
り
た
い
。

〈
付
記
〉　

本
研
究
は
、
二
〇
二
一
年
度
慶
應
義
塾
学
事
振
興
資
金
の
援
助
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
1
（　

拙
稿
、「
三
峡
ダ
ム
史
に
お
け
る
ダ
ム
安
全
保
障
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
―
一
九
七
九
年
三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
の
決
定
を
め
ぐ
っ
て
」『
法

学
研
究
』
第
九
四
巻
第
五
号
、
二
〇
二
一
年
五
月
。
本
稿
で
は
、
推
進
派
は
最
高
指
導
層
の
李
先
念
や
王
任
重
、
水
利
部
門
と
湖
北
省
を

指
す
。
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（
2
（　
「
中
共
中
央
関
於
三
峡
水
利
枢
紐
和
長
江
流
域
規
画
的
意
見
（
一
九
五
八
年
三
月
二
五
日
成
都
会
議
通
過
、
四
月
五
日
政
治
局
会
議

批
准
（」
陳
夕
総
主
編
『
中
国
共
産
党
与
三
峡
工
程
』
六
三
～
六
四
頁
、
中
共
党
史
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
。

（
3
（　K

enneth�G.�Lieberthal�and�M
ichel�O

ksenberg,�Policy M
aking in China: Leaders, Structures, and Processes,�

Princeton�U
niversity�Press,�1（（（,�pp.2（（

―33（.�

ま
た
は
、「
綜
述
：
三
峡
工
程
的
決
策
与
建
設
」
陳
夕
総
主
編
『
中
国
共
産
党
と

三
峡
工
程
』
三
～
三
〇
頁
。
武
菲
「
三
峡
工
程
決
策
研
究
」
中
央
党
校
（
国
家
行
政
学
院
（
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
九
年
。

（
（
（　

同
右
、K

enneth�G.�Lieberthal�and�M
ichel�O

ksenberg,�Policy M
aking in China: Leaders, Structures, and Processes,�

Princeton�U
niversity�Press,�1（（（.

（
（
（　

中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
鄧
小
平
年
譜
（
一
九
七
五
～
九
七
年
（』
上
、
六
五
四
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
（
（　
「
鄧
小
平
副
主
席
視
察
葛
洲
壩
工
程
時
的
談
話
（
一
九
八
〇
年
七
月
一
二
日
（」『
中
央
領
導
同
志
対
葛
洲
壩
工
程
指
示
批
示
文
件
滙

編
』
二
四
一
～
二
四
二
頁
、
中
共
水
電
部
長
江
葛
洲
壩
工
程
局
委
員
会
弁
公
室
、
一
九
八
二
年
一
二
月
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
校
東
ア
ジ
ア
図
書
館
所
蔵
、
二
〇
一
〇
年
。「
鄧
小
平
副
主
席
視
察
三
峡
、
葛
洲
壩
、
丹
江
口
的
指
示
（
追
記
整
理
（（
一
九

八
〇
年
七
月
（」
長
江
档
案
館
蔵
、
档
案
号
Ａ
〇
五
―
〇
二
―
〇
二
ａ
―
一
一
四
。
出
所
：
前
掲
、
武
菲
「
三
峡
工
程
決
策
研
究
」
八
〇

頁
。

　

ま
た
は
、「
鄧
小
平
視
察
三
峡
、
葛
洲
壩
、
丹
江
口
的
談
話
（
一
九
八
〇
年
七
月
（」『
中
国
共
産
党
与
三
峡
工
程
』
一
〇
二
～
一
〇
五

頁
。
こ
の
資
料
に
「
魏
廷
琤
追
記
（
一
九
八
〇
年
七
月
一
五
日
（」
と
あ
り
、
魏
廷
琤
の
記
し
た
メ
モ
に
な
っ
て
い
る
が
、
文
中
に
随
所

「
魏
廷
琤
同
志
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
本
人
の
記
し
た
も
の
と
し
て
は
不
自
然
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

（
（
（　

ま
さ
に
長
弁
の
総
工
程
師
洪
慶
余
が
ま
と
め
た
よ
う
に
、
三
峡
ダ
ム
は
非
の
打
ち
所
の
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
印
象
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

す
な
わ
ち
、「
長
江
の
水
運
問
題
を
心
配
し
て
い
た
が
、
運
ん
で
い
る
も
の
が
多
く
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
水
門
は
五
〇
〇
〇
ト
ン

の
通
行
能
力
が
あ
り
、
心
配
は
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
は
生
態
環
境
の
変
化
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
問
題
は
大
き
く

な
い
。
三
峡
ダ
ム
は
治
水
に
は
非
常
に
効
果
が
あ
る
。
投
資
は
九
五
億
元
、
移
民
費
用
は
四
〇
億
元
だ
。
六
年
半
で
発
電
で
き
、
発
電
量

は
二
〇
〇
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
か
ら
非
常
に
効
率
が
よ
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

洪
慶
余
「
関
於
三
峡
工
程
論
争
的
歴
史
回
憶
」
湖
北
省
政
協
文
史
資
料
委
員
会
、
宜
昌
市
政
協
学
習
文
史
委
員
会
編
『
三
峡
文
史
博
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覧
』
六
九
頁
、
中
国
文
史
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

（
（
（　

前
掲
、「
鄧
小
平
副
主
席
視
察
三
峡
、
葛
洲
壩
、
丹
江
口
的
指
示
（
追
記
整
理
（（
一
九
八
〇
年
七
月
（」
長
江
档
案
館
蔵
、
档
案
号

Ａ
〇
五
―
〇
二
―
〇
二
ａ
―
一
一
四
。
ま
た
は
、「
鄧
小
平
視
察
三
峡
、
葛
洲
壩
、
丹
江
口
的
談
話
（
一
九
八
〇
年
七
月
（」『
中
国
共
産

党
与
三
峡
工
程
』
一
〇
三
頁
。

（
（
（　

同
右
、「
鄧
小
平
視
察
三
峡
、
葛
洲
壩
、
丹
江
口
的
談
話
（
一
九
八
〇
年
七
月
（」『
中
国
共
産
党
与
三
峡
工
程
』
一
〇
四
頁
。

（
10
（　

前
掲
、「
鄧
小
平
副
主
席
視
察
葛
洲
壩
工
程
時
的
談
話
（
一
九
八
〇
年
七
月
一
二
日
（」『
中
央
領
導
同
志
対
葛
洲
壩
工
程
指
示
批
示

文
件
滙
編
』
二
四
一
～
二
四
二
頁
。

（
11
（　

前
掲
、『
鄧
小
平
年
譜
（
一
九
七
五
～
九
七
年
（』
上
、
六
五
七
頁
。

（
12
（　
『
中
国
長
江
三
峡
工
程
歴
史
文
献
滙
編
（
一
九
一
八
～
四
八
年
（』
四
頁
、
中
国
三
峡
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。
前
掲
、
武
菲
博
士
学

位
論
文
「
三
峡
工
程
決
策
研
究
」
八
〇
頁
。

（
13
（　

魏
廷
琤
は
、「
鄧
小
平
が
『
低
壩
に
賛
成
だ
』
と
表
明
し
た
」
と
し
て
い
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
発
言
は
八
二
年
一
一
月
に
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
次
稿
で
詳
述
す
る
。

（
1（
（　
『
李
先
念
伝
』
編
写
組
、
鄂
豫
辺
区
革
命
史
編
輯
部
編
『
李
先
念
年
譜
（
一
九
七
〇
～
七
八
年
（』
第
六
巻
、
一
二
三
頁
、
中
央
文
献

出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。

（
1（
（　
「
李
先
念
副
主
席
谷
牧
副
総
理
聴
取
葛
洲
壩
工
程
匯
報
時
的
重
要
指
示
（
一
九
七
八
年
一
月
七
日
（」
前
掲
、『
中
央
領
導
同
志
対
葛

洲
壩
工
程
指
示
批
示
文
件
滙
編
』
二
〇
一
頁
。

（
1（
（　
「
中
共
中
央
書
記
処
書
記
、
国
務
院
副
総
理
谷
牧
同
志
在
聴
取
葛
洲
壩
工
程
情
況
時
的
挿
話
和
講
話
（
一
九
八
一
年
八
月
二
〇
日
（」

同
右
、『
中
央
領
導
同
志
対
葛
洲
壩
工
程
指
示
批
示
文
件
滙
編
』
二
七
八
～
二
八
四
頁
。

（
1（
（　
「
李
先
念
副
主
席
視
察
葛
洲
壩
工
程
時
的
談
話
記
録
（
一
九
八
一
年
一
〇
月
六
日
（」
同
右
、『
中
央
領
導
同
志
対
葛
洲
壩
工
程
指
示

批
示
文
件
滙
編
』
二
八
五
～
二
九
六
頁
。

（
1（
（　
「
趙
紫
陽
総
理
在
葛
洲
壩
工
地
聴
取
大
江
截
流
匯
報
時
的
挿
話
和
講
話
記
録
」
同
右
、『
中
央
領
導
同
志
対
葛
洲
壩
工
程
指
示
批
示
文

件
滙
編
』
二
五
九
頁
。

（
1（
（　

同
右
、「
趙
紫
陽
総
理
在
聴
取
葛
洲
壩
截
流
匯
報
時
的
部
分
挿
話
」『
中
央
領
導
同
志
対
葛
洲
壩
工
程
指
示
批
示
文
件
滙
編
』
二
六
〇
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～
二
六
四
頁
。

　

じ
つ
は
、
魏
廷
琤
は
三
峡
ダ
ム
と
最
高
指
導
者
の
か
か
わ
り
に
関
し
て
多
く
の
回
顧
文
を
執
筆
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
趙
紫
陽
と

の
接
点
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
に
つ
い
て
触
れ
た
こ
と
は
皆
無
に
近
い
。
趙
紫
陽
が
失
脚
し
た
指
導
者
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

彼
の
三
峡
ダ
ム
へ
の
慎
重
な
立
場
は
推
進
派
に
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
20
（　

中
共
三
三
〇
工
程
局
委
員
会
弁
公
室
整
理
「
趙
総
理
在
聴
完
滙
報
後
的
講
話
（
一
九
八
一
年
一
月
九
日
（」
前
掲
、『
中
央
領
導
同
志

対
葛
洲
壩
工
程
指
示
批
示
文
件
滙
編
』
二
六
五
～
二
六
七
頁
。

（
21
（　

前
掲
、「
趙
紫
陽
総
理
在
聴
取
葛
洲
壩
截
流
匯
報
時
的
部
分
挿
話
」『
中
央
領
導
同
志
対
葛
洲
壩
工
程
指
示
批
示
文
件
滙
編
』
二
六
〇

～
二
六
四
頁
。

（
22
（　

全
国
政
協
経
済
建
設
組
・
長
江
流
域
綜
合
治
理
与
三
峡
工
程
調
査
組
「
三
峡
工
程
的
論
証
応
做
出
快
上
与
緩
上
両
種
方
案
的
比
較

（
一
九
八
六
年
七
月
二
六
日
（」
中
国
科
学
院
成
都
図
書
館
、
中
国
科
学
院
三
峡
工
程
科
研
領
導
小
組
弁
公
室
編
『
長
江
三
峡
工
程
争
鳴
集

（
総
論
（』
一
〇
三
～
一
〇
七
頁
、
成
都
科
技
大
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。

（
23
（　
「
薄
一
波
副
総
理
臨
行
前
対
劉
書
田
的
講
話
（
一
九
八
一
年
一
〇
月
二
三
日
（」
前
掲
、『
中
央
領
導
同
志
対
葛
洲
壩
工
程
指
示
批
示

文
件
滙
編
』
二
九
七
～
二
九
九
頁
。

　

次
の
文
献
で
は
、
薄
一
波
の
視
察
が
「
一
一
月
四
日
」
に
な
っ
て
い
る
の
は
誤
植
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
長
江
水
利
委
員
会
大
事
記

（
一
九
四
九
～
一
九
八
三
年
（』（
生
産
技
術
類
：
第
三
冊
第
九
篇
「
工
程
設
計
与
建
設
」（
三
五
頁
、
長
江
水
利
委
員
会
档
案
館
、
一
九
九

三
年
。

（
2（
（　
「
中
共
中
央
政
治
局
委
員
王
震
同
志
視
察
葛
洲
壩
工
程
時
的
談
話
（
一
九
八
一
年
一
一
月
一
六
日
（」
前
掲
、『
中
央
領
導
同
志
対
葛

洲
壩
工
程
指
示
批
示
文
件
滙
編
』
三
〇
一
～
三
〇
七
頁
。

（
2（
（　

こ
の
会
議
で
は
、
米
国
か
ら
の
借
款
、
省
エ
ネ
と
三
峡
ダ
ム
な
ど
の
問
題
も
討
議
さ
れ
た
。
前
掲
、『
李
先
念
年
譜
』
第
六
巻
、
一

二
〇
頁
。

（
2（
（　

前
掲
、『
長
江
水
利
委
員
会
大
事
記
（
一
九
四
九
～
八
三
年
（』（
生
産
技
術
類
：
第
三
冊
第
九
篇
「
工
程
設
計
与
建
設
」（、
三
四
頁
。

（
2（
（　

同
右
、『
長
江
水
利
委
員
会
大
事
記
（
一
九
四
九
～
八
三
年
（』（
生
産
技
術
類
：
第
三
冊
第
九
篇
「
工
程
設
計
与
建
設
」（、
三
五
頁
。

「
大
事
記
」『
中
国
共
産
党
与
三
峡
工
程
』
五
二
二
頁
。
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（
2（
（　

崔
志
豪
「
三
峡
工
程
論
証
工
程
的
由
来
」『
長
江
誌
季
刊
』
一
九
八
八
年
第
三
期
、
一
四
頁
。

（
2（
（　

前
掲
、『
長
江
水
利
委
員
会
大
事
記
（
一
九
四
九
～
八
三
年
（』（
生
産
技
術
類
：
第
三
冊
第
九
篇
「
工
程
設
計
与
建
設
」（、
三
五
頁
。

（
30
（　

前
掲
、
崔
志
豪
「
三
峡
工
程
論
証
工
程
的
由
来
」『
長
江
誌
季
刊
』
一
九
八
八
年
第
三
期
、
一
四
、
六
〇
頁
。

（
31
（　

同
右
、
崔
志
豪
「
三
峡
工
程
論
証
工
程
的
由
来
」『
長
江
誌
季
刊
』
一
九
八
八
年
第
三
期
、
一
一
頁
。

（
32
（　

李
鵬
は
、
胡
耀
邦
主
宰
の
中
央
書
記
処
会
議
に
出
席
し
た
能
源
委
員
会
副
主
任
李
鋭
が
「
水
力
発
電
へ
の
投
資
増
加
を
求
め
、
葛
洲

壩
ダ
ム
の
建
設
に
異
議
を
申
し
立
て
た
」
と
八
一
年
七
月
二
四
日
付
の
日
記
に
記
し
て
い
る
。
李
鵬
著
『
衆
志
絵
宏
図
―
李
鵬
三
峡
日

記
』
一
五
頁
、
中
国
三
峡
出
版
社
、
二
〇
〇
三
頁
。

（
33
（　
「
銭
正
英
在
葛
洲
壩
工
地
聴
取
魏
廷
琤
等
五
位
同
志
匯
報
三
峡
論
証
会
準
備
情
報
後
的
講
話
（
一
九
八
一
年
一
月
一
六
日
（」、
出

所
：
前
掲
、
武
菲
「
三
峡
工
程
決
策
研
究
」
八
〇
～
八
一
頁
。

（
3（
（　

前
掲
、『
長
江
水
利
委
員
会
大
事
記
（
一
九
四
九
～
八
三
年
（』（
生
産
技
術
類
：
第
三
冊
第
九
篇
「
工
程
設
計
与
建
設
」（、
三
五
頁
。

（
3（
（　

長
江
水
利
委
員
会
編
『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
四
一
頁
、
湖
北
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

（
3（
（　

前
掲
、
崔
志
豪
「
三
峡
工
程
論
証
工
程
的
由
来
」『
長
江
誌
季
刊
』
一
九
八
八
年
第
三
期
、
六
〇
頁
。

（
3（
（　

前
掲
、
長
江
水
利
委
員
会
編
『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
七
九
頁
。

（
3（
（　

前
掲
、『
長
江
水
利
委
員
会
大
事
記
一
九
四
九
～
八
三
年
』（
生
産
技
術
類
：
第
三
冊
第
九
篇
「
工
程
設
計
与
建
設
」（、
二
四
頁
。

（
3（
（　

林
一
山
「
関
於
長
江
三
峡
工
程
設
計
問
題
的
報
告
（
中
央
、
主
席
宛
て
（」
楊
世
華
主
編
『
林
一
山
治
水
文
選
』
三
六
九
～
三
七
四

頁
、
新
華
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。
前
掲
、『
中
国
共
産
党
与
三
峡
工
程
』
七
六
～
八
〇
頁
。

（
（0
（　

前
掲
、『
長
江
水
利
委
員
会
大
事
記
一
九
四
九
～
八
三
年
』（
生
産
技
術
類
：
第
三
冊
第
九
篇
「
工
程
設
計
与
建
設
」（、
二
五
頁
。
当

時
、
林
一
山
が
文
革
の
影
響
で
失
脚
し
て
お
り
、
こ
の
案
は
彼
の
主
導
で
は
な
か
っ
た
。

（
（1
（　

拙
稿
、「
中
国
文
化
大
革
命
期
に
お
け
る
国
家
建
設
―
葛
洲
壩
ダ
ム
の
決
定
過
程
と
国
務
院
業
務
組
」『
法
学
研
究
』
第
九
一
巻
第
六

号
、
二
〇
一
八
年
。

（
（2
（　
「
附
：
林
一
山
写
給
周
総
理
的
信
」
前
掲
、『
林
一
山
治
水
文
選
』
三
九
一
～
三
九
四
頁
。

（
（3
（　

拙
稿
、「
長
江
葛
洲
壩
ダ
ム
の
失
敗
と
三
峡
ダ
ム
計
画
の
再
浮
上
―
中
国
文
化
大
革
命
期
の
国
家
建
設
に
お
け
る
国
務
院
業
務
組
」

『
法
学
研
究
』
第
九
三
巻
第
三
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
。
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（
（（
（　
『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
』
編
纂
委
員
会
編
『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
（
一
九
九
四
年
（』
二
六
五
頁
、
中
国
三
峡
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

ま
た
は
、
前
掲
、『
長
江
水
利
委
員
会
大
事
記
一
九
四
九
～
八
三
年
』（
生
産
技
術
類
：
第
三
冊
第
九
篇
「
工
程
設
計
与
建
設
」（、
三
一
頁
。

「
李
先
念
副
主
席
、
谷
牧
副
総
理
視
察
葛
洲
壩
工
程
時
的
重
要
指
示
（
一
（
一
九
七
八
年
一
月
六
日
」
李
先
念
副
主
席
、
谷
牧
副
総
理
視

察
葛
洲
壩
工
程
時
的
重
要
指
示
（
二
（
一
九
七
八
年
一
月
七
日
」
前
掲
、『
中
央
領
導
同
志
対
葛
洲
壩
工
程
指
示
批
示
文
件
滙
編
』
一
六

九
～
二
〇
五
頁
。
最
後
の
資
料
の
二
〇
二
～
二
〇
三
頁
が
落
丁
の
た
め
、
李
先
念
の
「
高
壩
中
用
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
確
認
で
き
な
い
。

（
（（
（　
「
関
於
三
峡
水
庫
移
民
問
題
的
報
告
（
李
副
主
席
並
国
務
院
（」
前
掲
、『
林
一
山
治
水
文
選
』
三
七
五
～
三
八
〇
頁
。
前
掲
、
拙
稿

「
三
峡
ダ
ム
史
に
お
け
る
ダ
ム
安
全
保
障
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
―
一
九
七
九
年
三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
の
決
定
を
め
ぐ
っ
て
」。

（
（（
（　
『
林
一
山
回
顧
録
』
三
〇
三
頁
、
方
志
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
（（
（　

前
掲
、
崔
志
豪
「
三
峡
工
程
論
証
工
程
的
由
来
」『
長
江
誌
季
刊
』
一
九
八
八
年
第
三
期
、
六
〇
頁
。

（
（（
（　

魏
廷
琤
、
王
家
柱
「
関
於
興
建
三
峡
水
利
枢
紐
加
快
我
国
能
源
建
設
的
意
見
（
一
九
八
〇
年
一
二
月
（」
前
掲
、『
中
央
領
導
同
志
対

葛
洲
壩
工
程
指
示
批
示
文
件
滙
編
』
四
三
四
～
四
四
六
頁
。

　

こ
の
二
人
の
名
前
の
前
に
、「
長
江
流
域
規
画
弁
公
室
」（
長
弁
の
全
称
（
と
所
属
組
織
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
報
告
は
、

長
弁
が
組
織
と
し
て
出
す
こ
と
に
同
意
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
同
時
に
、
魏
廷
琤
は
当
時
長
弁
副
主
任
の
座
に
あ
っ
た
。

　

王
家
柱
の
こ
の
時
点
の
職
位
は
不
明
で
あ
る
が
、
八
六
年
七
月
か
ら
長
弁
総
工
程
師
に
な
っ
た
。
中
華
人
民
共
和
国
水
利
部
弁
公
庁
編

『
新
中
国
水
利
（
水
電
（
系
統
組
織
沿
革
（
一
九
四
九
～
二
〇
〇
〇
年
（』
八
七
頁
、
中
国
水
利
水
電
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

（
（（
（　
「
湖
北
省
委
、
湖
北
省
人
民
政
府
関
於
興
建
長
江
三
峡
水
利
枢
紐
的
報
告
（
一
九
八
二
年
二
月
一
〇
日
（」
一
〇
六
頁
。
前
掲
、
武
菲

「
三
峡
工
程
決
策
研
究
」
八
一
頁
。

　

次
の
文
献
は
「
中
央
領
導
同
志
」
と
し
て
い
る
。「
三
峡
工
程
的
決
策
与
建
設
」、「
大
事
記
」
前
掲
、
陳
夕
主
編
『
中
国
共
産
党
与
三

峡
工
程
』
二
一
、
五
二
二
頁
。

（
（0
（　

前
掲
、「
中
央
書
記
処
書
記
王
任
重
同
志
在
聴
取
長
弁
副
主
任
魏
廷
琤
同
志
匯
報
三
峡
工
程
時
的
講
話
（
一
九
八
一
年
一
月
二
九

日
（」
長
江
档
案
館
蔵
、
档
案
号
Ａ
〇
五
―
〇
二
―
〇
二
ａ
―
四
八
四
―
一
。
出
所
：
前
掲
、
武
菲
「
三
峡
工
程
決
策
研
究
」
八
一
～
八

四
頁
。

（
（1
（　

じ
つ
は
、
建
国
初
期
に
成
渝
鉄
道
の
決
定
過
程
に
お
い
て
、
水
電
部
門
が
三
峡
ダ
ム
に
よ
る
水
位
の
上
昇
に
よ
る
影
響
が
あ
る
と
し
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て
線
路
の
変
更
を
求
め
て
交
通
部
門
と
利
害
衝
突
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
鄧
小
平
は
三
峡
ダ
ム
の
設
計
が
一
〇
年
内
に
完
成
し
な
い
こ

と
を
理
由
に
、
鉄
道
の
建
設
が
先
決
で
あ
る
と
主
張
し
決
定
を
押
し
切
っ
た
。
出
所
：「
鄧
小
平
与
成
渝
鉄
路
」『
炎
黄
春
秋
』
二
〇
一
六

年
八
月
号
。

（
（2
（　

前
掲
、
拙
稿
、「
三
峡
ダ
ム
史
に
お
け
る
ダ
ム
安
全
保
障
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
―
一
九
七
九
年
三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
の
決
定
を
め
ぐ
っ

て
」。

（
（3
（　

前
掲
、「
大
事
記
」
陳
夕
編
『
中
国
共
産
党
与
三
峡
工
程
』
五
二
二
～
五
二
三
頁
。
前
掲
、『
長
江
水
利
委
員
会
大
事
記
一
九
四
九
～

八
三
年
』（
生
産
技
術
類
：
第
三
冊
第
九
篇
「
工
程
設
計
与
建
設
」（、
三
六
頁
。
前
掲
、
武
菲
「
三
峡
工
程
決
策
研
究
」
八
三
頁
。

（
（（
（　

全
文
は
、
陳
夕
編
『
中
国
共
産
党
与
三
峡
工
程
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。「
湖
北
省
委
、
湖
北
省
人
民
政
府
関
於
興
建
長
江
三
峡
水

利
枢
紐
的
報
告
（
一
九
八
二
年
二
月
一
〇
日
（」
一
〇
六
～
一
〇
八
頁
。

（
（（
（　

一
九
五
四
年
の
長
江
流
域
の
洪
水
に
よ
る
死
者
の
数
に
つ
い
て
、「
約
三
万
人
」
が
定
説
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
内
実
に
つ
い
て

王
任
重
は
、「
当
時
洪
水
に
よ
る
死
者
は
そ
れ
ほ
ど
い
な
か
っ
た
が
、
水
が
引
い
て
か
ら
全
省
で
約
三
万
人
が
病
死
し
た
」
と
認
め
て
い

る
。
出
所
：
王
任
重
「
不
建
三
峡
工
程
荊
江
大
堤
難
保
安
全
（
在
『
荊
江
大
堤
志
』
首
発
式
上
的
講
話
（（
一
九
九
〇
年
四
月
一
七
日
（」

『
長
江
誌
季
刊
』
一
九
九
〇
年
第
二
期
。

（
（（
（　

前
掲
、『
長
江
水
利
委
員
会
大
事
記
一
九
四
九
～
八
三
年
』（
生
産
技
術
類
：
第
三
冊
第
九
篇
「
工
程
設
計
与
建
設
」（、
三
六
頁
。
ま

た
は
前
掲
、「
大
事
記
」
陳
夕
編
『
中
国
共
産
党
与
三
峡
工
程
』
五
二
三
頁
。


